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コロナがあぶり出した社会構造 
一向に衰えを見せないコロナだが、世界の感染模様とその影響をみると改めて

世界の深層を想像してしまう。やはりと言っては申し訳ないが衛生環境が整って

いない地域での感染拡大や失業者の急増、経済的に弱い立場の人々が最も大きな

被害を被っている。 

統計すら整っていない地域での被害者は更に大きいにちがいない。どうしてこ

のように格差社会になったのであろうか？もちろん、都市部においても格差は甚

だしいが、貧困国家の窮状とはまた違う。 

ボルトン回顧録でも伝えられているように、アメリカの大統領ですら個人的な利害に執着しているらしい、まし

てや民主的な投票環境にない国々のリーダーは国の将来よりも目先の損得にとらわれ、外国の国や企業の思うがま

まに操られ自国民を単なる労働力としてあるいは、無知な消費者として大企業の利益に貢献してきただけだったの

だろうか。 

永い年月をかけて懸命に働いてきた国民を救おうと政治が行われればもう少し改善が見られたはずだ。官僚や政

治家の汚職が無くならず、目先の利害だけにとらわれた政治が続いてきた結果なのだ。確かに、国を想い未来を拓

く政治家も多くいたのだろうが、大き力で握り潰されてきた。大企業にとっては、貧困な人々がどうしても必要だ

し、貧しい国も必要なのだ。 

利益は平和な均衡した状態では生まれにくい。大きな格差があればあるほど利益は大きくなる機会がある。賃金

が安い国や地域で作り、高く売れる国や都市で売れば利益があがる。中国が生産立国になったのは、共産主義国で

あるから強力な政治力で国民を低賃金で働かせ外資を入れ外貨を貯めたからだろう。非常に多くの安価な労働力が

商品となって外貨を稼いだのだ。圧倒的な労働人口の賜物である。 

格差のない社会は単なる空論でしかないのか？私は、人の能力の違いは環境のなせる業だと信じたいのだが。 
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䨔
䦽 

 

䧡
䧰
䦼
爺
䧐
䨌
高
齢
者
䧸
故
䦼
感
染
䧸
䩭
䨼
䨲
䧹

高
䧛
䦼
人
䧲
䧸
濃
厚
接
触
䧹
避
䧝
䧩
䧐
䦽
䧣
䧗
䧣
䦼

多
䧛
䧸䧂
不
顕
性
感
染
䪾
無
症
状
病
原
体
保
有

者 

䧃䧘
感
染
媒
介
䧲
䧴
䧭
䧰
䧐
䨔
䧲
䧐
䧒
現
状
䨛

考
䧔
䨔
䧲䧂
人
䨛
見
䧩
䨒
泥
棒
䧲
思
䧔
䧃䧱
䧹
䧴

䧐
䧘
䦼䧂
人
䨛
見
䧩
䨒
䨶
䩰
䩍
感
染
者
䨛
思
䧔
䧃䧲

䧐
䧒
䨑
䧒
䧴
疑
心
暗
鬼
䧸
状
態
䧵
䧴
䨔
䦽䧂
人
䨛

䨉
䧩
䨒
泥
棒
䧲
思
䧔
䧃
䧹䧂
正
直
者
䧹
䩓
䨮
䨛
見

䨔
䧃
䧵
通
䧤
䨔
諺
䧱
䧎
䨔
䦽
䧱
䧹
本
当
䧵
正
直
䨌

䧸
䧘
䩓
䨮
䨛
䨉
䧰
損
䨛
す
䨔
䧸
䧪
䨖
䧒
䧗
䦽
䧟
䧸

䨑
䧒
䧴
世
䧸
中
䧹䧂
不
信
䧃䧂
疑
䧐
䧃䧘䧂
信
頼
䧃䧂
信

䧤
䨔
䧃䨑
䨓
䨌
優
先
す
䨔䧂
不
安
定
䧃䧴
世
界
䧪
䦽

䧟
䧟
䧵䧂
監
視
社
会
䧃䧘
生
䨈
䨕
䦼
最
近
䨑
䧛
䧎
䨔
䦼

䩡
䨼
䨲
䨛
䧣
䧰
䧐
䧴
䧐
人
䨛
見
䧩
䨒
䨧
䩬
䨧
䩬
䧣

䧰
注
意
す
䨔䧂
䩡
䨼
䨲
警
察
䧃䧘
登
場
す
䨔
䦽
少
䧣

前
䨈
䧱
䧹
䦼䧂
緊
急
事
態
䧃䧱
外
出
䧣
䧰
䧐
䨔
人
䧵

対
䧣
䧰
䧸䧂
自
粛
警
察
䧃䧘
横
行
䧣
䧰
䧐
䧩
䧘
䦼
す

䧜
䧵
新
䧴
任
務
䧸
警
察
䧘
䧒
䨈
䨕
䧩
䦽
䧮
䧚
䧵
予

想
䧡
䨕
䨔
䧸
䧹䧂
消
毒
警
察
䧃䦽
䨼
䩻
䩔
䩻
䧸
入
䨓

口
䧱
䦼
店
員
䧱
䧴
䧐
䧸
䧵
買
䧐
物
客
䧵
勝
手
䧵
消

毒
䨛
䧒
䧴
䧘
䧣
䧰
見
張
䨔
人
や
䦼
䨼
䩠
䩻
䩇
䨻
䩣

䧱
消
毒
液
䧸
中
身
䧵
䧮
䧐
䧰䧂
䧟
䨕
䧹
本
当
䧵
消

毒
液
䧗
䧃䧲
詰
問
䧣
䧩
䨓
䦼䧂
清
掃
䧸
拭
䧙
䧘
甘
䧐
䧃

䧲
詰
䨋
寄
䧭
䧩
䨓
す
䨔
人
䧸
䧟
䧲
䨛
䧡
す
䨒
䧣

䧐
䦽 

 
 

䩘
䩬
䩶
䨼
䧸
哲
学
者
䦼
䩢
䨺
䨪
䩮
䩺
䩘
䩻
䨶
䩻
䧸

著
書䧂
監
獄
䧸
誕
生
䧃
䧹
䦼
す
䧱
䧵
以
前
䧗
䨒
現

代
社
会
䧸
䧟
䧸䧂
全
員
警
察
䧃
䧸
成
䨓
立
䧫
䨛
説

明
䧣
䧰
䧐
䨔
䦽
䩘
䩻
䨶
䩻
䧹
䧟
䧸
本
䧱
䦼
中
央
䧸
監

視
塔
䧗
䨒
周
囲
䧸
監
房
䨛
見
渡
す
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙

䨔䧂
䩔
䩑
䩚
䩉
䨦
䨶
䩶
䧃
䪮一
望
監
視
施
設
䪯䧲
䧐
䧒

監
獄
施
設
䧵
䧮
䧐
䧰
取
䨓
上
䧞
䧰
䧐
䨔
䦽䧂
常
䧵
監

視
䧡
䨕
䧰
䧐
䨔
䧃䧲
䧐
䧒
意
識
䨛
持
䧭
䧩
囚
人
䧹
䦼

自
䨒
䨛
監
視
す
䨔
䧲
䧐
䧒
視
点
䨛
心
䧵
宿
䧣
䦼

権
力
䨂
䧸
自
発
的
䧴
服
従
䧵
導
䧗
䨕
䧰
䧐
䧛―

―

䧲
䧐
䧒
仕
組
䨉
䨛
䦼
䩘
䩻
䨶
䩻
䧹
近
代
䧵
䧖
䧝
䨔

権
力
䧲
個
人
䧸
関
係
䧸
例
䧔
䧵
用
䧐
䧰
䧐
䨔
䦽 

 
 

現
代
䧸
社
会
䧹
䦼
以
前
䧸
䨑
䧒
䧵
䨘
䧗
䨓
や

す
䧛
国
家
権
力
䧘
一
方
的
䧵
人
々
䨛
監
視
す
䨔

䧸
䧱
䧹
䧴
䧛
䦼
一
般
䧸
人
䧩
䧫
䧘
䧖
互
䧐
䧵
監
視

䧣
合
䧒
䧲
䧐
䧒䧂
相
互
監
視
䧃䧸
状
態
䧵
陥
䧭
䧰
䧐

䨔
䦽
例
䧔
䧺䧂
䧎
䧸
人
䧹
不
要
不
急
䧸
外
出
䨛
䧣

䧰
䧐
䨔
䧃䧂
県
外
䩍
䩶
䩓
䩻
䧸
車
䧘
来
䧩
䧃䧲
䧐
䧭
䧩

䧟
䧲
䨛
警
察
や
役
所
䧵
通
報
す
䨔
人
䧘
出
䧰
䧙

䧰
䧐
䨔
䦽
自
分
䨌
感
染
す
䨔
䧸
䧱
䧹
䧴
䧐
䧗
䧲
䧸

恐
䨕
䨌
手
伝
䧭
䧰
䦼
人
々
䧘
自
䨒
監
視
社
会
化

䨛
進
行
䧡
䧥
䧰
䧐
䨔
䦽
政
府
䧘
口
䨛
出
す
前
䧵
䦼

人
々
䧸
䨅
䧒
䧗
䨒
䧖
上
䧵
自
分
䧩
䧫
䧸䧂
自
由
䧃

䨛
進
䨜
䧱
差
䧣
出
䧣
䧰
䧐
䨔
䨘
䧝
䧪
䦽
自
䨒
䧘
手

䧵
䧣
䧰
䧐
䨔
自
由
䨛
䧧
䨜
䧴
䧵
簡
単
䧵
手
放
䧣
䧰

䧣
䨈
䧭
䧰
䨑
䧐
䨌
䧸
䧴
䧸
䧗
䦼
冷
静
䧵
䧴
䧭
䧰
考
䧔

䧰
䧛
䨕―

―
䦽
䩘
䩻
䨶
䩻
䧹
䧧
䧒
訴
䧔
䧰
䧐
䨔
䦽
監

視
社
会
化
䧘
進
䨋
䧺
安
心
䧘
得
䨒
䨕
䨔
䧗
䨌
䧣

䨕
䧴
䧐
䧘
䦼
䧧
䧸
䨀
䨜
個
人
䧸
尊
厳
䨌
失
䨘
䨕
䨔

䧟
䧲
䧵
䧴
䨔
䦽
䧡
䨒
䧵
情
報
技
術
䧵
䨑
䧭
䧰
個
人

䧸
行
動
䧹
監
視
䧡
䨕
䨔
䧸
䧘
䨘
䧗
䧭
䧰
䧐
䧰
䨌
自

䨒
䧸
行
動
情
報
䨛
差
䧣
出
す
䧲
䧐
䧒
䧂
䨶
䩰
䩍
追

跡
䨥
䩚
䩭
䧃䧴
䨔
䨌
䧸
䧘
日
常
化
䧣
䧰
䧐
䨔
䦽 

 
 

䧡
䧰
䦼
䧟
䧸
新
型
䨶
䩰
䩍
䦼
緊
急
事
態
宣
言
䧘

解
除
䧡
䨕
䧰
䨌
䦼
現
在
䧹
治
療
薬
や
䩲
䨲
䩄
䩶
䧘

量
産
前
䧸
䧩
䨋
䦼䧂
新
䧣
䧐
生
活
様
式
䧃䨛
取
䨓
入

䨕
䧰
中
期
的
䧵
䧹
新
型
䨶
䩰
䩍
䨩
䨧
䩮
䨼
䧲
共
存

䧂
䨩
䨧
䨽
䩺
䨶
䩰
䩍
䧃䧣
䧰
䧐
䧗
䧴
䧛
䧰
䧹
䧴
䨒
䧴
䧐
䦽

䨈
䧩
䦼
治
療
薬
や
䩲
䨲
䩄
䩶
䧘
量
産
䧡
䨕
䧩
後
䧸
䦼

䨶
䩰
䩍
後
䧸
世
界䧂
䨥
䩘
䩂
䩻
䩺䨶
䩰
䩍
䧃䧵
䧹
䦼
䧟
䧸

未
曽
有
䧸
経
験
䨛
経
䧰
䦼
特
定
䧸
意
識
䩺価
値
観

や
行
動
様
式
䧹
変
化
䧣
䧩
䨈
䨈
元
䧵
䧹
戻
䨒
䧴

䧐
䧪
䨖
䧒
䧲
言
䨘
䨕
䧰
䧐
䨔
䦽
長
期
的
䧵
考
䧔
䧰
䦼

䧧
䧸
分
野
䧹䧂
社
会
䧃䧂
技
術
䧃䧂
経
済
䧃䧂
環
境
䧃

䧂
政
治
䧃䧵
䨘
䧩
䨔
䦽
䧧
䧣
䧰
起
䧟
䨔
䧸
䧘
䧟
䨕
䨒

䧵
䧖
䧟
䨔
䧸
䧘
対
立
䪾
䨻
䩯
䩶
䩡
䧱
䧎
䨔
䦽 

 

䧂
経
済
䧃優
先
䧗䧂
自
粛
䧃䧗
䦽䧂
䩡
䨼
䨲
使
䧐
捨
䧰
䧃

䧗䧂
環
境
保
全
䧃䧗
䦽䧂
自
宅
孤
立
䧃
䧗䧂
交
流
䧃䧗
䦽

䧴
䧳
䧸䧂
䨻
䩯
䩶
䩡
䧃䧱
䧎
䨔
䦽
䧡
䧰
䧟
䧸䧂
䨻
䩯
䩶
䩡
䧃

䧲
䧹
䧴
䨜
䧱
䧎
䨖
䧒
䧗
䦽 

  䪮䪳
䪯䧂
囚
人
䧸
䨻
䩯
䩶
䩡
䧃 

 
 

䧂
䨻
䩺䩯
䩶
䩡
䧃䧲
䧹
䨱
䩭
䨺
䩦
語
䧱䧂
䪴
䧮
䧸
仮

定
䧃䨛
意
味
䧣
䦼
䧎
䨔
問
題
䧵
対
䧣
䧰
䪴
䧮
䧸
選

択
肢
䧘
存
在
䧣
䦼
䧧
䧸
䧳
䧫
䨒
䨛
選
䨜
䧱
䨌
何

䨒
䧗
䧸
不
利
益
䧘
䧎
䨓
䦼
態
度
䨛
決
䨋
䧗
䧷
䨔

䧂
葛
藤
䧃状
態
䧸
䧟
䧲
䦽 

䧟
䧸
哲
学
的
思
考
実
験
䧱
有
名
䧴
䧸
䧘䧂
囚
人

䧸
䨻
䩯
䩶
䩡
䧃䧎
䨔
䦽䧄
䧎
䨔
状
況
下
䧵
置
䧗
䨕
䧩

䪴
人
䧸
囚
人
䧘
沈
黙
䨛
守
䨓
続
䧝
䨔
䧗
䦼
罪
䨛

認
䨋
䧰
䧣
䨈
䧒
䧗
䧲
䧐
䧒
問
題
䧅䦽
䧩
䧪
䧣
䦼
囚

人
䧹
共
犯
者
䧘
䧴
䨜
䧲
答
䧔
䧰
䧐
䨔
䧗
䨘
䧗
䨒

䧴
䧐
䧲
䧐
䧒
状
況
䧵
䧎
䨔
䦽 
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囚
人
䧸
䨻
䩯
䩶
䩡
䨛
䨘
䧗
䨓
や
す
䧛
説
明
す
䨔

䧲
䦼
䪴
人
䧸
銀
行
強
盗
䧘
逮
捕
䧡
䨕
別
々
䧸
取

䨓
調
䨃
室
䧵
連
䨕
䧰
行
䧗
䨕
䨈
す
䦽
取
調
室
䧱
警

察
䧹
䪴
人
䧵䧂
罪
䨛
認
䨋
䨔
䧗
䦼
黙
䧭
䧩
䨈
䨈
䧐
䨔

䧸
䧗
選
䨀
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䨔
䦽
䨌
䧣
䧖
前
䧘
罪
䨛
認

䨋
䧰
䦼
共
犯
者
䧘
認
䨋
䧴
䧝
䨕
䧺
䦼
䧖
前
䧸
懲
役

䨛
共
犯
者
䧵
䧗
䨀
䧥
䧰
や
䨔
䦽
䧮
䨈
䨓
䦼
䧖
前
䧹

釈
放
䧪
䦽
䪴
人
䧲
䨌
罪
䨛
認
䨋
䧴
䧝
䨕
䧺
本
来

䧸
懲
役
䨑
䨓
短
䧛
䧣
䧰
や
䨔
䦽
䨌
䧣
䪴
人
䧲
䨌
罪

䨛
認
䨋
䨕
䧺
䦼
本
来
䧸
懲
役
䧧
䧸
䨈
䨈
䧵
䧴
䨔
䧃

䧲
提
案
す
䨔
䦽
囚
人
䧵
䧲
䧭
䧰
最
善
䧸
選
択
䧹
䦼

䧖
互
䧐
罪
䨛
認
䨋
ず
䧵
䦼
短
䧐
懲
役
䨛
受
䧝
入
䨕

䨔
䧟
䧲
䧵
見
䧔
䨔
䧘
䦼
自
分
䧸
利
益
䧸
䨉
䨛
追
求

す
䨔
限
䨓
互
䧐
䧵
裏
切
䨓
䧎
䧒
䦼
䧲
䧐
䧒
結
末
䧘

発
生
す
䨔
䦽
䧟
䨕
䧘
䨻
䩯
䩶
䩡
䧲
呼
䧺
䨕
䨔
䨏
䧔

䨜
䧪
䦽
囚
人
䧸
䨻
䩯
䩶
䩡
䧹
䦼
不
十
分
䧴
情
報
䧣
䧗

与
䧔
䨒
䨕
ず
䦼
自
身
䧖
䨑
䧽
䨌
䧒
一
方
䧸
人
物

䧸
意
志
決
定
䧘
結
果
䨛
大
䧙
䧛
左
右
䧣
䧰
䧣
䨈

䧒
場
合
䧵
䧖
䧐
䧰
䦼
人
間
䧹
自
分
䧸
利
益
䨛
優
先

䧣
䧰
䧣
䨈
䧐
䦼
結
果
的
䧵
最
善
䧸
選
択
䨛
䧱
䧙
䧴

䧐
䦼
䧲
䧐
䧒
䧟
䧲
䨛
教
䧔
䧰
䧛
䨕
䨔
䦽 

    

䧟
䧸
䨻
䩯
䩶
䩡
䧹
䧟
䧸
䨶
䩰
䩍
禍
䧵
䧎
䧭
䧰
同
䧤

䨑
䧒
䧴
䧟
䧲
䧘
様
々
䧴
分
野
䧱
起
䧟
䧭
䧰
䧐
䨔
䦽

䧂
社
会
䧃䧵
䧖
䧐
䧰
䧹䧂
監
視
䧗
感
染
防
止
䧗
䧃䧂
協

力
自
粛
䧗
外
出
協
力
䧗
䧃䦽䧂
経
済
䧃䧱
䧹䧂
封
鎖

䧗
失
業
䦼
飢
餓
䧗
䧃䦽䧂
政
治
䧃䧱
䧹䧂
規
制
䧗
自
由

䧗
䧃䧴
䧳
䧱
䧎
䨔
䦽
䧧
䧣
䧰
倫
理
学
䧱
䧹䧂
法
䧲
道

徳
䧃䧸
問
題
䧲
䧴
䨓
䦼
宗
教
䧱
䧹䧂
自
利
䧲
利
他
䧃

䧸
問
題
䧲
䧴
䨔
䦽
䧐
ず
䨕
䧵
䧥
䨑
䦼
十
分
䧴
情
報

や
判
断
力
䧘
欠
如
す
䨔
䧲
全
体
䧲
䧣
䧰
誤
䧭
䧩

選
択
䧲
䧴
䨔
䦽 

 

䪮䪴
䪯哲
学
䨻
䩯
䩶
䩡䧂
䩋
䩰
䩆
䨶
問
題
䧃 

 
 

䧟
䧟
䧵
䦼
䨌
䧒
一
䧮
䧸
哲
学
的
䨻
䩯
䩶
䩡䧂
䩋
䩰

䩆
䨶
問
題
䧃䧘
䧎
䨔
䦽―

䧄
暴
走
す
䨔
路
面
電
車
䧸

前
方
䧵
䪷
人
䧸
作
業
員
䧘
䧐
䨔
䦽
䧟
䧸
䨈
䨈
䧐
䧛

䧲
電
車
䧹
䪷
人
䨛
䧼
䧙
殺
䧣
䧰
䧣
䨈
䧒
䦽
一
方
䦼

䧎
䧴
䧩
䧹
䩠
䨧
䩶
䩋
䨛
操
作
䧣
電
車
䧸
進
路
䨛

変
䧔
䧰
退
避
線
䧵
入
䨕
䧺
䦼
䧧
䧸
先
䧵
䧐
䨔
䪳
人

䧸
人
間
䨛
䧼
䧙
殺
す
䧪
䧝
䧱
済
䨊
䦽
䧳
䧒
す
䨃
䧙

䧗
？
䧅……

䧮
䨈
䨓䧂
䪷
人
䨛
救
䧒
䧩
䨋
䧵
䪳
人

䨛
犠
牲
䧵
す
䨔
䧟
䧲
䧹
許
䧡
䨕
䨔
䧸
䧗
？
䧃䧲
䧐

䧒
問
題
䧱
䧎
䨔
䦽 

䨶
䩰
䩍
䧸
䩋
䩭
䨥
䩻
䨻
䪮識
別
救
急
䪯䧂
䪷
人
䧸
若

者
䨛
救
䧒
䧩
䨋
䧵
䦼
䪳
人
䧸
老
人
䧸
人
工
呼
吸
器

䨛
停
止
す
䨔
䧸
䧹
許
䧡
䨕
䨔
䧸
䧗
？
䧃䧲
同
䧤
問

題
䧱
䧎
䨔
䦽
䪳
人
䨛
犠
牲
䧵
䧣
䧰
䪷
人
䨛
救
䧒
䧲

䧙
䦼
暴
走
電
車
䧸
場
合
䧹
正
当
䧴
行
為
䧪
䧲
感

䧤
䦼
䨶
䩰
䩍
䧸
場
合
䧹
不
当
䧪
䧲
情
感
的
䧵
感
䧤

䨔
䦽
䧟
䧸䧂
倫
理
的
䨻
䩯
䩶
䩡
䧃䧹
䦼
長
年
䧵
䨘
䧩
䨓 

議
論
䧘
続
䧐
䧰
䧐
䨔
䦽2009
年
䧵
䧹
䦼
䩒
䩻
䩓
䩻
䩌

大
学
䧸
䩡
䨧
䨴
䩮
䩺䨸
䩶
䩊
䩮
教
授
䧸䧄
白
熱
教
室
䧅 

䧱
䨌
取
䨓
上
䧞
䨒
䨕
䧩
䧸
䧹
䦼
記
憶
䧵
新
䧣
䧐
䦽 

 

䧟
䧸
䨻
䩯
䩶
䩡
䧘
示
唆
す
䨔
䧸
䧹䧂
正
義
䧃䧸
問
題

䧱
䧎
䨔
䦽 

䪮1
䪯䧂
正
義
䧃䨛
数
䧱
決
䨋
䨒
䨕
䨔
䧸
䧗
？ 

䪮
2
䪯
手
段
䧵
䨑
䧭
䧰䧂
正
義
䧃
䧹
変
䨘
䨔
䧸
䧗
？

䪮3
䪯対
象
䧘
誰
䧗
䧵
䨑
䧭
䧰䧂
正
義
䧃䧹
変
䨘
䨔 

 
 

 

䧸
䧗
？ 

䪮
1
䪯䧹
䨑
䨓
大
䧙
䧴
善
䧘
得
䨒
䨕
䨔
䨅
䧒
䨛
正

䧣
䧐
䧲
判
断
す
䨔䧂
最
大
多
数
䧸
最
大
幸
福
䧃 

䨛

標
榜
す
䨔
䨧
䨱
䩭
䨼
䧸
哲
学
者
䩜
䩶
䨸
䩣
流䧂
功

利
主
義
䧃䧸
考
䧔
方
䧱
䧎
䨔
䦽
䧣
䧗
䧣
䦼
䧧
䧟
䧵
異

議
䨛
投
䧞
䧗
䧝
䨔
䧸
䧘
䩌
䨧
䩇
䧸
哲
学
者
䨮
䩶
䩋

䧸䧂
義
務
論
䧃
䧸
䪮
2
䪯
䧱
䧎
䨔
䦽
䨮
䩶
䩋
䧹䧂
人
䧹

手
段
䧱
䧹
䧴
䧛
䦼
目
的
䧱
䧎
䨔
䨃
䧙
䧃
䧱
䦼䧂
人
䧸

権
利
䨛
尊
重
䧥
䨑
䧃䧲
考
䧔
䨔
䦽
多
䧛
䧸
人
䨛
救

䧒
䧩
䨋
䧱
䧎
䧭
䧰
䨌
䦼
䧧
䧸
手
段
䧲
䧣
䧰
人
䨛
殺

す
䧸
䧹䧂
正
䧣
䧛
䧴
䧐
䧃
䧲
䧴
䨔
䦽䧂
将
来
䧎
䨔
若

者
䨛
救
䧒
䧩
䨋
䧵
老
人
䧸
人
工
呼
吸
器
䨛
停
止

す
䨔
䧃
場
合
䧵
䦼
人
䧹䧂
手
段
䧲
䧣
䧰
問
題
䧘
䧎

䨔
䧃䧲
感
䧤
䨔
䦽 

 

䨧
䩂
䩭
䨥
䧸
神
学
哲
学
者
䩋
䩡
䨼
䩺
䨥
䨲
䨦
䩍
䨼

䧸
䧐
䧒
䧂
二
重
結
果
論
䧃
䧵
䧖
䧐
䧰
䧹
䦼䧂
道
徳
的

䧵
䨑
䧐
行
為
䧘
䧩
䨈
䧩
䨈
悪
䧐
結
果
䨛
生
䨊
䧸
䧹

仕
方
䧘
䧴
䧐
䧘
䦼
䨑
䧐
結
果
䨛
得
䨔
䧩
䨋
䧵
䨘
䧢

䨘
䧢
悪
䧐
行
動
䨛
䧲
䨔
䨃
䧙
䧱
䧹
䧴
䧐
䧃
䧲
考
䧔

䨔
䦽
人
工
呼
吸
器
䧸
停
止
䪾
殺
人
䧲
䧐
䧒
行
為

䨛
正
当
化
す
䨔
䧸
䧹
䦼
人
間
心
理
的
䧵
難
䧣
䧐
䦼

䧲
䧐
䧒
䨘
䧝
䧪
䦽
䧧
䧟
䧱
䦼
䨼
䩉
䩆
䩚
䧹
䪮3
䪯䨂䦽 

 
 

犠
牲
䧵
䧴
䨔
老
人
䦼
䧎
䨔
䧐
䧹
助
䧗
䧭
䧩
若
者

䧸
䧒
䧫
䧸
誰
䧗
䧘䧂
自
分
䧸
身
内
䧪
䧭
䧩
䨒
䧃䧳
䧒

䧪
䨖
䧒
䧗
？ 

 

 

䪮
3
䪯
䨼
䩉
䩆
䩚
目
䧸
䨰
䩻
䩲
䩻
䩌
䧹䧂
利
他

主
義
䧃䧱
䧎
䨔
䦽䧂
他
者
䧸
利
益
䧸
䧩
䨋
䧵
行
動
す

䨔
䧃
䧲
䧐
䧒
利
他
主
義
䧱
䧹
䦼䧂
常
䧵
他
者
䨛
助

䧝
䨔
䧲
䧐
䧒
判
断
䨛
す
䨔
䧃䧩
䨋
䦼
自
分
䧘
犠
牲

䧵
䧴
䨔
場
合
䨌
含
䨋
䧰
䦼
相
手
䧘
誰
䧗
䧵
䨑
䧭
䧰

区
別
䧥
ず
䧵
助
䧝
䧴
䧛
䧰
䧹
䧴
䨒
䧴
䧐
䦽 

 

䧣
䧗
䧣
䦼
哲
学
者
䩎
䩻
䩄
䨪
䧸
考
䧔
方
䧱
䧹䧂
䧧

䨕
䧹
健
全
䧱
䧹
䧴
䧐
䧃䧲
䧐
䧒
反
論
䧘
生
䨈
䨕
䨔
䦽

䧐
䧛
䨒
利
他
主
義
䧱
䨌
䦼
老
人
䧘
家
族
䧸
䪳
人
䧱

現
䧵
人
工
呼
吸
器
䨛
䧮
䧝
䧰
䧐
䨔
䧴
䨒
䦼
若
者
䨛

犠
牲
䧵
䧣
䧰
䧱
䨌
家
族
䨛
救
䧖
䧒
䧲
す
䨔
䨅
䧒

䧘
健
全
䧱
䧎
䨔
䦼
䧲
䦽 

 

䨻
䩯
䩶
䩡
䨛
哲
学
䧸
問
題
䧲
䧣
䧰
考
䧔
䨔
䧴
䨒
䦼

䧟
䧒
䧣
䧩
䨼
䩉
䩆
䩚
䨛
経
䨔
䧟
䧲
䧱
倫
理
的
䧴
問

題
䧵
対
䧣
䦼
䧴
䨜
䧲
䧴
䧛
䧱
䧹
䧴
䧛
䦼
一
貫
䧣
䧩

論
理
䨛
䨌
䧭
䧰 

結
論
付
䧝
䨔
䧟
䧲
䧘
大
切
䧱
䧎

䨔
䦽 

䧫
䧴
䨉
䧵
䧟
䧸䧂
䩋
䩰
䩆
䨶
問
題
䧃䧵
対
す
䨔
大
多

数
䧸
意
見
䧹
䩠
䨧
䩶
䩋
䨛
操
作
䧣
一
人
䨛
犠
牲

䧵
䧣
䧰
䪷
人
䨛
救
䧒
䧱
䧎
䨔
䦽
䧣
䧗
䧣
䦼
䧟
䨕
䧹

間
違
䧭
䧰
䧐
䨔
䦽
正
解
䧹
䩋
䩰
䩆
䨶
䧘
䩠
䨧
䩶
䩋
䨛

通
過
す
䨔
瞬
間
䧵
操
作
䧣
䧰
切
䨓
替
䧔
䨔
䧱
䧎

䨔
䦽
䧧
䧒
す
䨕
䧺
䩋
䩰
䩆
䨶
䧹
手
前
䧱
脱
線
䧣
䧰

䧳
䧫
䨒
䧸
命
䨌
救
䧔
䨔
䦽
需
要
䧴
䧸
䧹䧂
䧳
䧫
䨒

䧗
䧃䧱
䧹
䧴
䧐
䦽䧂
䧳
䧫
䨒
䨌
䧃䧱
䧎
䨔
䦽
最
初
䧗
䨒

選
択
䧸
䨉
䨛
受
䧝
䧐
䨕
䨔
䧸
䧹
思
考
停
止
䧱
䧎
䨔
䦽

䧂
選
択
䨛
䧣
䧴
䧐
䧃䧸
䨌
判
断
䧵
入
䨕
䨔
䨃
䧙
䧪
䦽

普
段
䧗
䨒
䧸
䧟
䧸
思
考
䧘
非
常
時
䧸
判
断
䧵
䧹
必

要
䧱
䧎
䨔
䦽 

 
 

䧟
䨕
䧹
䧡
䧰
䧖
䧙
䦼
䧧
䨌
䧧
䨌
䨶
䩰
䩍
禍
䧸
䨻

䩯
䩶
䩡
䧹
䧟
䧸
䨑
䧒
䧴
真
䧸
䨻
䩯
䩶
䩡
䧪
䨖
䧒
䧗
䦽 

改
䨋
䧰
䨶
䩰
䩍
禍
䧸
経
済
䨻
䩯
䩶
䩡
䨛
示
す

䧲 A 

䧄
経
済
活
動
䨛
自
粛
䧣
䧴
䧝
䨕
䧺
䦼
〇 

人
䧘
死
䧶
䧅 

B 

䧄
経
済
活
動
䨛
自
粛
す
䨕
䧺
䦼
〇
人 

䧘
死
䧶
䧅䧱
䧎
䨔
䦽 

A
䧵
䧮
䧐
䧰
䧹
䦼
医
学
䩺疫
学
䩺統
計
学
䧴
䧳
䧸
䩚

䩰
䧘
知
恵
䨛
結
集
䧣
䧰
䦼
䧐
䨖
䧐
䨖
䧴
科
学
的
䧴

議
論
䧘
䧴
䧡
䨕
䧰
䧐
䨔
䦽
䧣
䧗
䧣
䦼
B
䧵
䧮
䧐
䧰
䧹

䧳
䧒
䧗
䦽
餓
死
䩺病
死
䩺自
殺
䩺治
安
悪
化
䧵
䨑
䨔

事
故
や
事
件
䧵
䨑
䨔
死
䧴
䧳
短
期
的
䧴
視
点
䧹

䨌
䧫
䨖
䨜
䧸
䧟
䧲
䦼
少
子
化
䧸
加
速
や
科
学
技



 

5

術
䧸
発
展
䧸
停
滞
䧴
䧳
䦼
中
長
期
的
視
点
䧱
䨌

様
々
䧴
社
会
䨂䧸
䩡
䨧
䩍
䨼
影
響
䧘
䧎
䨔
䧲
考
䧔

䨒
䨕
䨔
䧘
精
緻
䧴
予
測
䧘
䧴
䧡
䨕
䧰
䧐
䧴
䧐
䧸
䧘

現
状
䧱
䧎
䨔
䦽
䧧
䨌
䧧
䨌
経
済
学
自
体
䧘
科
学

的
䧴
䨌
䧸
䧗
䧳
䧒
䧗
䧘
今
日
疑
問
視
䧡
䨕
䧰
䧐

䨔
䦽
䧴
䧦
䧴
䨒
予
想
䧡
䨕
䨔
結
果
䧹
検
証
不
可

能
䧱
䧎
䨔
䧗
䨒
䧪
䦽
䧧
䧸
䨑
䧒
䧴
現
状
䧱
䧹
①
䧸

偏
䧭
䧩
情
報
䧪
䧝
䧘
䧎
䨔
䧸
䨉
䧱
䨻
䩯
䩶
䩡
䧵
䧹
䧴

䧭
䧰
䧐
䧴
䧐
䧸
䧱
䧎
䨔
䦽 

 
 

䨶
䩰
䩍
禍
䧸
䨻
䩯
䩶
䩡䧂
自
粛
䧗
経
済
活
動
䧗
䧃

䧂
老
人
䧗
若
者
䧗
䧃䧹
䧳
䧫
䨒
䨛
選
䨀
䧲
䧐
䧒
䨻

䩯
䩶
䩡
䧱
䧹
䧴
䧛
䨮
䩶
䩋
䧸
義
務
論
䨛
援
用
䧣
䧰

両
方
䨛
選
択
す
䨃
䧙
䧱
䧎
䨔
䦽
䧴
䧦
䧴
䨒
䦼
䧳
䧫

䨒
䨛
選
択
䧣
䧰
䨌
䧧
䧸
結
果
䧹
誰
䧵
䨌
予
測
䧱

䧙
䧴
䧐
䧗
䨒
䧱
䧎
䨔
䦽
我
々
䧵
課
䧥
䨒
䨕
䨌
䧸
䧹

人
間
䧸
生
命
䧹
区
別
䧴
䧛
平
等
䧵
尊
重
䧡
䨕
䨔

䧲
䧐
䧒䧂
義
務
䧃䧱
䧎
䨔
䦽
䧟
䧸䧂
義
務
䧃䧘
普
遍
的

䧵
適
応
䧱
䧙
䨔
社
会
䧘
自
由
䧱
平
等
䧱
健
全
䧴

社
会
䧱
䧎
䨔
䦽
現
在
䧸
䨑
䧒
䧴䧂
例
外
状
態
䧃䧵
䧟

䧧
人
類
䧸
普
遍
的
義
務
䧘
選
択
䧡
䨕
䨔
䨃
䧙
䧱

䧎
䨔
䦽 

 
 

   

大
峯
奥
駈
道
䪮䪵
䪴
䪯 

下
村
嘉
明 

 
 

 

見
え
な
い
頭
の
中
の
状
態
を
想
像
し
な
が
ら

リ
ハ
ビ
リ
す
る
の
だ
が
䣍
ど
う
も
う
ま
く
出
来

な
い
が
䣍と
に
か
く
毎
日
続
け
る
こ
と
に
し
た
䣎

ケ
ガ
す
る
ま
で
や
䣬
て
い
た
よ
う
に
川
の
堤
を

ひ
た
す
ら
歩
く
の
で
あ
る
䣎
し
か
し
䣍
術
後
は

ゆ
䣬
く
り
と
歩
く
の
が
精
一
杯
で
長
く
は
歩
け

な
か
䣬
た
䣎
少
し
づ
つ
歩
く
ス
ピ
䤀
ド
を
速
く

し
距
離
も
伸
ば
す
䣎
毎
日
䣍
そ
ん
な
事
を
繰
り

返
し
て
い
た
ら
䣍
頭
の
中
が
熱
を
持
䣬
て
い
る

の
か
額
に
汗
が
に
じ
ん
で
く
る
䣎
体
温
は
平
熱

な
の
で
頭
だ
け
が
熱
を
持
䣬
て
い
る
と
思
え
た

が
䣍
そ
の
う
ち
に
熱
も
引
く
だ
ろ
う
と
楽
観
的

に
考
え
寝
る
時
に
は
ア
イ
ス
ノ
ン
で
冷
や
し
な

が
ら
寝
た
䣎 

術
後
２
週
間
の
健
診
で
異
常
な
く
䣍
念
の
た

め
に
１
カ
月
後
にC

T

検
査
を
受
け
た
が
異
常

は
な
か
䣬
た
䣎
し
か
し
䣍
頭
の
熱
は
収
ま
ら
な

か
䣬
た
䣎
そ
れ
か
ら
２
週
間
ほ
ど
し
て
䣍
朝
起

き
た
ら
急
に
頭
の
中
が
静
ま
り
か
え
䣬
た
よ
う

に
感
じ
た
の
で
䣍
私
は
こ
れ
で
直
䣬
た
の
だ
と

直
感
し
た
䣎
そ
れ
か
ら
１
週
間
位
し
た
ら
頭
の

熱
も
引
い
た
䣎
以
前
の
よ
う
な
感
覚
に
戻
䣬
た

の
で
あ
る
䣎 

こ
の
間
も
運
動
は
続
け
て
い
た
の
で
䣍
歩
い

た
り
走
䣬
た
り
し
て
い
た
が
頭
の
回
復
と
同
じ

よ
う
に
走
る
ス
ピ
䤀
ド
も
回
復
し
て
き
た
䣎
筋

肉
も
ほ
と
ん
ど
以
前
の
よ
う
に
回
復
し
た
と
思

い
六
甲
山
に
登
䣬
た
ら
回
復
は
８
割
程
度
だ
と

実
感
し
た
䣎
あ
と
１
０
回
も
登
れ
ば
回
復
す
る

だ
ろ
う
か
䣍
少
し
甘
い
考
え
と
は
自
分
で
は
分

か
䣬
て
い
る
の
だ
が
䣍
せ
め
て
書
く
だ
け
は
許

し
て
も
ら
い
た
い
䣎 

ネ
䣹
ト
か
何
か
で
読
ん
だ
記
事
の
中
に
䣍
ベ

テ
ラ
ン
の
看
護
師
が
䣓
あ
䣬
さ
り
と
死
ぬ
人
と

粘
䣬
こ
く
生
き
る
人
の
違
い
は
？
䣔
と
い
う
よ

う
な
テ
䤀
マ
で
書
い
て
い
た
の
で
気
に
な
䣬
て

読
ん
だ
䣎
彼
女
は
３
点
の
違
い
を
実
の
父
の
生

き
ざ
ま
を
混
ぜ
な
が
ら
書
い
て
い
た
䣎 

１
点
目
は
社
交
性
で
あ
る
䣎
入
院
中
に
多
く

の
見
舞
客
が
あ
る
人
䣎
２
度
以
上
見
舞
に
来
る

も
幾
人
か
い
る
䣎
２
点
目
は
䣍
ス
ポ
䤀
ツ
を
入

院
前
も
し
て
い
た
し
䣍
退
院
後
も
し
て
る
人
䣎

３
点
目
は
䣍
医
師
の
助
言
よ
り
も
自
分
流
に
好

物
な
も
の
を
食
べ
続
け
る
習
慣
を
持
䣬
て
い
る
䣎 

こ
れ
ら
３
点
を
比
較
す
る
と
䣍
あ
䣬
さ
り
と

死
ぬ
人
と
䣍
粘
り
強
く
生
き
る
人
と
の
違
い
が

あ
る
と
い
う
の
が
看
護
師
さ
ん
が
介
護
現
場
で

見
た
感
想
だ
と
い
う
䣎
私
も
阪
大
病
院
に
長
く

入
院
し
て
い
て
偶
然
に
も
こ
の
３
点
を
や
䣬
て

い
た
の
だ
䣎
も
ち
ろ
ん
聖
書
を
加
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
が
䣎
病
院
内
に
散
歩
道
が
あ
る
と
い

う
点
で
は
阪
大
病
院
に
優
る
と
こ
ろ
は
無
い
䣎

自
然
環
境
が
良
く
散
歩
道
が
あ
䣬
て
病
院
食
も

う
ま
く
レ
ス
ト
ラ
ン
等
も
完
備
し
て
い
る
䣎
長

期
の
入
院
に
な
り
そ
う
で
あ
れ
ば
阪
大
に
限
る
䣎 

病
院
設
計
者
は
散
歩
道
を
も
䣬
と
考
え
て
ほ

し
い
䣎
必
須
の
設
備
で
あ
る
䣎 

歩
い
た
り
ジ
䣼
グ
し
た
り
と
運
動
が
続
け
ら

れ
る
の
は
䣍
ひ
と
え
に
巽
さ
ん
の
お
陰
で
あ
る

が
䣍
自
分
な
り
の
動
機
と
し
て
は
何
か
と
い
え

ば
䣍
大
峯
奥
駈
道
を
機
会
が
来
れ
ば
縦
走
を
し

た
い
か
ら
で
あ
る
䣎
な
ん
と
し
て
も
せ
め
て
５

回
ぐ
ら
い
は
通
し
で
歩
き
た
い
䣎
奥
駈
道
は
私

の
人
生
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
䣎
厳

し
い
山
々
を
登
り
下
り
命
が
け
で
歩
く
苦
難
の

道
が
私
の
生
き
て
き
た
人
生
で
あ
り
䣍
未
来
の

人
生
な
ん
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
䣎 

 

  

大
人
の
今
昔
物
語
䥹
６
９
䥺 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
川 

吾
郎 

 
 

 

今
回
は
䣍
路
傍
に
放
置
さ
れ
た
し
䣭
れ
こ
う

べ
が
語
り
䣍
意
外
な
殺
人
が
明
ら
か
に
な
䣬
た

顛
末
で
す
䣎
教
科
書
に
出
な
い
度
は
二
／
五
䣎 

 

髑
髏
䣍
高
麗
の
僧
・
道
登
䥹
ど
う
と
う
䥺
に
恩

を
報
い
る
話
䥹
巻
第
十
九 

第
三
一
䥺 

 

今
は
昔
䣍
高
麗
か
ら
こ
の
国
に
渡
来
し
た
一

人
の
僧
が
い
た
䣎
そ
の
名
を
道
登
と
い
䣬
た
䣎

元
興
寺
䥹
今
の
飛
鳥
寺
に
当
た
る
䥺
に
住
持
し

て
い
た
䣎
功
徳
を
積
む
た
め
に
初
め
て
宇
治
川

に
宇
治
橋
を
造
営
し
よ
う
と
工
事
を
進
め
て
い

た
が
䣍
同
じ
こ
ろ
北
山
科
と
い
う
と
こ
ろ
に
恵

満
䥹
え
ま
ん
䥺
と
い
う
人
が
い
た
䣎
道
登
は
そ

の
恵
満
と
い
う
人
の
家
に
通
う
う
ち
䣍
そ
の
家

を
出
て
䣍
元
興
寺
に
帰
ろ
う
と
奈
良
坂
山
を
通

䣬
て
い
る
と
䣍
そ
の
道
の
ほ
と
り
に
一
つ
の
し

䣭
れ
こ
う
べ
が
あ
り
䣍
人
に
踏
ま
れ
た
り
し
て

い
る
䣎
道
登
は
こ
れ
を
見
て
䣍
哀
れ
み
の
心
を

起
こ
し
て
䣍
従
者
の
童
を
呼
ん
で
䣍
こ
の
し
䣭

れ
こ
う
べ
を
取
䣬
て
木
の
上
に
置
か
せ
た
䣎 

  

そ
の
後
䣍
時
を
経
て
䣍
大
晦
日
の
夕
暮
れ
方

に
な
り
䣍
元
興
寺
の
門
に
人
が
訪
ね
て
き
た
䣎

䣓
道
登
大
徳
の
童
子
に
お
会
い
し
た
い
䣔
と
䣍

言
う
の
で
䣍
こ
れ
を
聞
い
て
䣍
そ
の
童
子
は
僧

坊
を
出
て
門
に
ゆ
き
䣍
こ
の
人
物
に
会
䣬
た
䣎
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し
か
し
そ
れ
が
誰
な
の
か
は
さ
䣬
ぱ
り
わ
か
ら

な
い
䣎 

䣓
私
は
䣍
あ
な
た
の
師
で
あ
る
道
登
大
徳
の
恩

を
受
け
䣍
長
年
の
苦
し
み
か
ら
の
が
れ
て
䣍
安

ら
か
に
す
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
䣎そ
ん
な
訳
で
䣍こ
の
恩
に
報
い
る
に
は
䣍

今
夜
以
外
に
は
な
い
と
参
䣬
た
の
で
す
䣔
と
言

う
䣎 童

子
は
わ
け
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
そ
の
人
に

連
れ
ら
れ
て
䣍
ど
こ
へ
行
く
の
か
は
わ
か
ら
な

か
䣬
た
が
䣍
あ
る
里
の
一
軒
の
家
に
行
き
着
い

た
䣎言
わ
れ
る
ま
ま
に
童
子
は
そ
の
家
に
入
る
䣎

す
る
と
そ
こ
に
は
多
く
の
ご
馳
走
が
用
意
し
て

あ
䣬
た
䣎そ
の
人
は
そ
れ
を
童
子
に
ふ
る
ま
い
䣍

自
分
も
食
す
る
䣎
そ
う
す
る
う
ち
に
夜
も
更
け

て
き
て
䣍
童
子
は
そ
の
家
に
泊
ま
る
こ
と
に
な

䣬
た
䣎
や
が
て
暁
の
勤
行
の
時
刻
に
な
り
䣍
人

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
䣎 

 

そ
の
と
き
に
な
り
こ
の
人
物
䣍
童
子
に
言
う

に䣓
私
を
殺
し
た
我
が
兄
が
こ
こ
に
来
ま
し
た
䣎

私
は
す
ぐ
に
出
て
行
き
ま
す
䣔
と
い
う
䣎
童
子

は
不
審
に
思
い䣓
こ
れ
は
ど
う
い
う
訳
で
す
か
䣔

と
尋
ね
る
䣎
答
え
る
に
䣓
私
は
昔
䣍
兄
と
と
も

に
商
い
し
て
方
々
へ
出
か
け
䣍
銀
四
十
斤
䥹
一

斤
は
約
六
百
グ
ラ
ム
䥺
の
売
り
上
げ
を
出
し
て

い
ま
し
た
䣎
こ
れ
を
持
䣬
て
兄
と
と
も
に
奈
良

坂
に
さ
し
か
か
䣬
た
と
き
に
䣍
兄
は
こ
の
銀
を

独
り
占
め
に
し
て
奪
い
取
ろ
う
と
私
を
殺
し
た

の
で
す
䣎
そ
の
後
䣍
兄
は
家
に
帰
り
䣍
母
に
は

弟
が
盗
賊
に
殺
さ
れ
た
と
報
告
し
ま
し
た
䣎
そ

の
後
䣍
年
月
を
経
て
も
䣍
私
の
し
䣭
れ
こ
う
べ

は
あ
の
場
所
に
放
置
さ
れ
往
還
す
る
人
々
に
踏

ま
れ
て
い
た
の
で
す
が
䣍
あ
な
た
の
師
で
あ
る

道
登
大
徳
が
こ
れ
を
見
て
慈
悲
の
心
を
も
た
れ
䣍

あ
な
た
に
命
じ
て
木
の
上
に
置
か
せ
ら
れ
て
䣍

私
の
苦
し
み
を
解
放
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎

こ
の
故
に
䣍
あ
な
た
の
ご
恩
も
忘
れ
ま
せ
ん
䣎

今
宵
の
大
晦
日
に
䣍
家
の
者
は
私
の
た
め
に
年

末
の
魂
祭
り
の
供
物
を
供
え
て
お
り
ま
す
䣎
こ

れ
を
あ
な
た
に
食
べ
て
い
た
だ
く
た
め
に
䣍
お

連
れ
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
り
ま
す
䣔と
言
う
と
䣍

そ
の
人
物
の
姿
は
見
え
な
く
な
䣬
て
し
ま
䣬
た
䣎 

  

童
子
は
こ
れ
を
聞
き
䣍奇
妙
だ
と
思
う
間
に
䣍

そ
の
殺
さ
れ
た
男
の
母
親
が
䣍
殺
し
た
兄
と
と

も
に
そ
の
殺
し
た
霊
を
拝
む
た
め
そ
の
家
に
入

䣬
て
き
た
䣎 

母
と
兄
の
二
人
は
童
子
の
姿
を
見
て
驚
き
䣍

䣓
こ
れ
は
ど
な
た
で
す
か
䣔
と
䣍
こ
こ
へ
来
た

理
由
を
尋
ね
た
䣎
童
子
は
こ
の
死
ん
だ
弟
の
霊

が
語
䣬
た
こ
と
を
委
細
詳
し
く
語
䣬
た
䣎
母
は

こ
れ
を
聞
い
て
䣍
弟
を
殺
し
た
兄
を
大
い
に
恨

ん
で
䣍
泣
く
泣
く
言
う
に
䣓
愛
し
い
我
が
子
を

殺
し
た
の
は
䣍
お
前
だ
䣬
た
の
か
䣎
こ
れ
ま
で

こ
れ
を
全
く
知
ら
な
か
䣬
た
䣎
盗
賊
に
よ
䣬
て

殺
さ
れ
た
と
言
䣬
て
い
た
の
は
䣍
全
く
の
嘘
だ

䣬
た
の
だ
な
䣎あ
あ
悲
し
い
こ
と
䣔と
言
䣬
て
䣍

な
き
悲
し
ん
で
䣍
童
子
を
拝
ん
で
食
べ
物
を
与

え
た
䣎 

童
子
は
䣍
僧
坊
に
帰
り
䣍
師
の
道
登
大
徳
に
こ

の
こ
と
を
報
告
し
た
䣎
師
の
道
登
は
こ
れ
を
聞

い
て
䣍
哀
れ
が
䣬
た
と
い
う
こ
と
だ
䣎 

 

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
䣍
死
ん
だ
人
の
屍
さ
え

も
こ
の
よ
う
に
恩
返
し
を
す
る
の
だ
䣎
況
わ
ん

や
生
き
た
人
が
䣍
恩
を
忘
れ
た
り
し
よ
う
か
䣎

恩
を
報
じ
る
こ
と
は
仏
菩
薩
も
喜
ば
れ
る
こ
と

で
あ
る
䣎 

  

そ
ん
な
わ
け
で
宇
治
の
橋
は
䣍
こ
の
道
登
が

初
め
て
造
営
し
た
も
の
で
あ
る
䣎こ
れ
を
ま
た
䣍

䣓
天
人
が
降
り
て
き
て
造
䣬
た
の
だ
䣔
と
も
言

わ
れ
て
い
る
䣎
こ
れ
に
よ
䣬
て
䣓
大
化
䣔
と
い

う
年
号
が
あ
る
の
だ
と
も
言
わ
れ
る
䣎 

 

こ
れ
を
考
え
る
に
䣍
道
登
が
橋
を
造
営
す
る

の
を
天
人
が
降
り
て
き
て
助
け
た
の
だ
ろ
う
か
䣍

詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
䣎
こ
の
よ
う
に
も
語
り

伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
䣎 

 

䣑
コ
メ
ン
ト
䣒 

宇
治
橋
を
造
営
し
た
䣍
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡

来
僧
に
ま
つ
わ
る
逸
話
で
す
䣎
現
在
の
元
興
寺

は
奈
良
市
に
あ
り
ま
す
が
䣍
こ
の
話
の
当
時
は

飛
鳥
寺
が
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
䣎

ま
た
昔
は
大
晦
日
の
夜
に
は
䣍
現
在
の
お
盆
の

行
事
に
近
い
魂
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の

よ
う
で
す
䣎 

殺
さ
れ
た
弟
が
恩
返
し
を
す
る
の
が
䣍
な
ぜ
道

登
そ
の
人
で
は
な
く
䣍
そ
の
童
子
だ
䣬
た
の
か

は
素
朴
に
疑
問
が
わ
き
ま
す
䣎 

こ
の
話
は
䣍
一
つ
の
し
䣭
れ
こ
う
べ
か
ら
昔

の
殺
人
事
件
が
明
ら
か
に
な
る
内
容
で
す
が
䣍

こ
の
話
の
先
の
展
開
は
非
常
に
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
䣎
長
男
が
弟
を
殺
し
た
と
い
う
こ
と
を

知
䣬
た
母
は
䣍
長
男
と
の
生
活
を
ど
う
す
る
の

だ
ろ
う
か
䣎
母
は
こ
れ
ま
で
長
男
と
そ
こ
そ
こ

仕
合
せ
に
生
活
し
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
䣍
そ
れ

が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
䣎
ま
た
弟
を
殺
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
兄
は
䣍
こ
れ
か
ら
ど
う
振
る
舞
う
の
だ
ろ
う

か
䣍
な
ど
な
ど
・
・
・
考
え
始
め
た
ら
次
か
ら

次
へ
と
疑
問
が
沸
い
て
き
て
し
ま
い
ま
す
䣎
こ

の
あ
た
り
を
想
像
す
る
と
䣍
が
ぜ
ん
こ
の
話
が

面
白
く
な
䣬
て
く
る
の
で
し
た
䣎 

    

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
䣵
ル
ス
愚
考
䥹
そ
の
３
䥺 

明
石 

幸
次
郎 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
は
収
ま
り
䣍
人
々
の
活
動

が
元
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
䣍 

東
京
で
は
䣍
毎
日
５
０
人
を
超
え
る
感
染
者
を

出
し
て
い
ま
す
䣎
特
に
夜
の
新
宿
䣍
池
袋
で
䣍

若
い
20
代
30
代
の
感
染
者
が
多
い
と
言
わ
れ

て
ま
す
䣎 

 

５
月
䣍
６
月
も
ボ
ラ
ン
テ
䣴
で
十
三
に
䣍
ほ

ぼ
毎
週
䣍
電
車
で
マ
ス
ク
を
し
て
通
䣬
て
ま
し

た
䣎
６
月
に
入
る
と
十
三
の
人
の
賑
わ
い
は
コ

ロ
ナ
以
前
に
戻
䣬
た
感
じ
で
す
䣎 

こ
の
３
月
末
に
䣍
兵
庫
県
庁
元
職
員
の
小
学

校
以
来
の
友
人
が
亡
く
な
り
䣍
そ
の
葬
式
に
明

石
ま
で
新
快
速
電
車
で
行
䣬
て
き
ま
し
た
䣎 

別
に
こ
の
友
人
は
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
䣬
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
䣍
病
院
へ
の
見
舞
い
な

ど
が
出
来
ま
し
た
䣎 

友
人
は
県
庁
を
60
歳
で
退
職
し
て
䣍
そ
の
後

の
10
年
は
当
に
悠
々
自
適
で
䣍
18
歳
か
ら
半
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世
紀
以
上
の
長
き
に
亘
り
吸
䣬
て
い
た
䣍
タ
バ

コ
の
習
慣
も
止
め
ず
䣍
そ
れ
が
原
因
で
肺
が
ん

が
䣍
２
月
中
旬
に
見
つ
か
り
䣍
そ
の
時
は
も
う

ス
テ
䤀
ジ
４
の
末
期
で
治
療
が
出
来
な
い
と
医

者
か
ら
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
䣎 

そ
れ
は
䣍
突
然
の
䣍
奥
さ
ん
か
ら
突
然
の
電

話
の
知
ら
せ
で
分
か
䣬
た
こ
と
で
䣍䣓
主
人
が
肺

が
ん
で
入
院
し
て
䣍
余
命
幾
許
も
な
い
と
い
わ

れ
䣍明
石
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
䣯
う
か
ど
う
か
䣍

と
迷
い
ま
し
た
が…

…

こ
の
コ
ロ
ナ
時
期
で
す

か
ら
䣍
お
見
舞
い
に
来
て
い
た
だ
く
の
も
何
で

す
が
䣔
と
言
わ
れ
た
の
で
䣍
こ
ち
ら
も
慌
て
て

䣓
え
䤀
！
１
月
初
め
頃
に
墓
参
り
い
た
時
に
䣍

お
宅
に
寄
り
ま
し
た
が
䣍
相
変
わ
ら
ず
Y
澤
䣍

無
愛
想
や
け
ど
元
気
そ
う
に
見
え
ま
し
た
が
？
䣔

と
言
う
と
䣓
あ
の
時
は
玄
関
だ
け
の
立
ち
話
し

で
䣍
主
人
は
上
が
れ
と
も
言
わ
ず
で
失
礼
し
ま

し
た
䣎
１
月
か
ら
余
り
食
事
を
せ
ず
䣍
寝
て
䣍

テ
レ
ビ
を
見
て
ば
か
り
で
し
た
䣎
ま
あ
䣍
夜
分

に
こ
の
様
な
こ
と
で
失
礼
し
ま
し
た
䣔
と
電
話

が
切
れ
ま
し
た
䣎 

奥
さ
ん
の
声
は
割
合
落
ち
着
い
て
い
て
䣍
も

う
心
の
準
備
は
出
来
て
い
る
の
か
と
電
話
の
声

で
わ
か
り
ま
し
た
䣎
明
石
さ
ん
だ
け
に
は
䣍
お

知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
と
迷
い
ま
し
た
と
の
奥
さ

ん
の
言
葉
が
引
䣬
か
か
り
䣍
寂
し
く
䣍
切
な
く

感
じ
と
ら
れ
䣍
こ
れ
は
直
ぐ
に
で
も
䣍
病
院
に

見
舞
い
に
行
か
な
け
れ
ば
と
思
い
䣍
翌
日
䣍
奥

さ
ん
に
電
話
し
て
䣍
病
院
の
名
前
を
聞
き
䣍
直

ぐ
に
三
ノ
宮
経
由
神
戸
地
下
鉄
に
乗
り
換
え
西

神
中
央
に
あ
る
病
院
ま
で
䣍
行
き
ま
し
た
䣎 

入
院
部
屋
で
寝
て
い
る
䣍
痩
せ
こ
け
て
し
ま

䣬
た
友
人
を
見
て䣓
お
い
䣍元
気
出
さ
ん
か
い
！

こ
こ
で
何
し
て
ん
ね
ん
䥹
播
州
弁
䥺
！
䣔
と
奥

さ
ん
の
横
で
䣍手
を
握
り
䣍頬
を
さ
す
䣬
た
ら
䣍

友
人
は
䣓
お
前
䣍
何
し
に
こ
こ
に
来
た
ん
か
䣔

と
い
う
顔
を
こ
ち
ら
に
向
け
䣍
し
ん
ど
そ
う
に

目
を
開
け
て
䣍
に
䣬
こ
り
と
も
し
な
か
䣬
た
が

目
で
䣓
お
う
！
䣔
と
い
う
よ
う
な
反
応
を
し
ま

し
た
䣎
奥
さ
ん
か
ら
は
本
人
が
誰
に
も
知
ら
せ

る
な
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
と
事
前
に
聞
い
て
い

た
の
で
䣓
あ
の
な
䣧
䤀
䣎
墓
参
り
の
後
䣍
お
前

の
家
に
寄
䣬
た
ら
䣍
こ
こ
に
入
院
し
て
い
る
と

聞
い
た
の
で
慌
て
て
䣍来
た
ん
や
！
ヨ
ネ
コ䥹
小

学
生
か
ら
の
綽
名
䥺大
丈
夫
か
！
元
気
出
せ
よ
䣎

お
前
は
䣍
中
学
校
䣍
高
校
の
同
窓
会
に
も
一
回

も
出
て
こ
な
い
し
䣍
２
年
前
か
ら
䣍
同
期
で
や

䣬
て
い
る
高
校
の
野
球
部
の
O
B
会
に
も
来

な
い
し
䣍
冷
た
い
な
䣧
䤀
䣔
と
言
䣬
て
両
手
で

彼
の
手
を
握
る
と
氷
の
様
な
冷
た
さ
で
あ
䣬
た
䣎

そ
の
言
葉
に
少
し
に
䣬
こ
り
と
反
応
し
て
䣍
何

で
そ
ん
な
会
に
出
な
ア
カ
ン
の
や
䣍
と
口
を
開

き
か
け
た
䣎䣓
今
度
䣍
又
䣍
や
る
の
で
䣍
案
内
す

る
か
ら
な
䣧
䣎
元
気
を
出
せ
よ
！
䣔
と
話
し
か

け
た
が
䣍
直
ぐ
に
目
を
閉
じ
て
䣍
し
ん
ど
そ
う

に
横
を
向
い
て
䣍
目
を
閉
じ
て
し
ま
䣬
た
䣎 

 

そ
の
後
䣍
奥
さ
ん
と
病
院
内
の
喫
茶
ル
䤀
ム

で
コ
䤀
ヒ
䤀
を
飲
み
な
が
ら
䣍䣓
Y
澤
君
䣍
私

が
話
し
た
事
は
䣍
少
し
は
反
応
し
た
よ
う
で
す

が
䣍
今
日
は
ど
ん
な
具
合
で
す
か
？
䣔
と
聞
く

と
䣍䣓
い
や
䣍
驚
き
ま
し
た
䣎
私
と
娘
が
何
か
話

し
か
け
て
も
䣍
家
に
い
る
時
と
同
じ
よ
う
に
鬱

陶
し
い
な
あ
と
い
う
顔
を
し
て
䣍何
も
答
え
ず
䣍

直
ぐ
に
横
に
な
䣬
て
し
ま
い
ま
す
が
䣍
明
石
さ

ん
が
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
䣍
最
初
は
び
䣬
く
り

し
た
よ
う
な
顔
を
し
て
䣍
後
は
䣍
こ
ん
な
時
に

見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
䣍
有
難
う
と
言
う
よ
う

な
顔
を
し
て
ま
し
た
䣎
主
人
が
あ
ん
な
顔
を
し

た
の
は
䣍
久
し
振
り
に
見
ま
し
た
䣎
良
か
䣬
た

で
す
䣎
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣔
と
言

わ
れ
た
の
で
䣍
こ
ち
ら
も
䣍
ほ
䣬
と
し
て
䣓
そ

う
で
す
か
？
あ
あ
䤀
そ
れ
は
䣍良
か
䣬
た
で
す
䣎

早
く
こ
の
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
が
収
ま
䣬
た
ら
良
い
の

で
す
が
䣍
又
䣍
お
見
舞
い
に
来
ま
す
䣎
と
こ
ろ

で
䣍
ア
イ
ツ
は
何
で
奥
さ
ん
か
ら
話
し
か
け
て

も
鬱
陶
し
そ
う
に
す
る
ん
で
す
か
？
や
は
り
䣍

し
ん
ど
い
ん
で
す
か
ね
？
䣔と
聞
く
と䣓
い
や
䣍

主
人
は
元
気
で
家
に
い
た
時
も
ず
䣬
と
そ
う
で

し
た
䣎
何
も
せ
ず
䣍
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
䣍
う

た
た
寝
し
て
る
か
ら
と
私
が
䣍
テ
レ
ビ
を
消
し

た
ら
䣍
直
ぐ
に
目
を
覚
ま
し
䣍
見
て
る
の
に
䣍

何
で
消
す
ん
や
！ 

と
怒
る
ん
で
す
䣎
も
う
テ

レ
ビ
を
見
る
だ
け
で
何
も
し
ま
せ
ん
䣎
買
い
物

は
私
が
車
で
み
ん
な
し
ま
す
䣎
昔
か
ら
の
古
い

家
な
の
で
䣍
ご
近
所
の
付
き
合
い
と
か
䣍
何
か

役
が
回
䣬
て
き
て
も
䣍
み
ん
な
私
が
代
行
し
て

や
䣬
て
ま
す
䣎
県
庁
も
60
歳
で
辞
め
䣍
本
当
は

65
歳
ま
で
勤
め
ら
れ
る
の
で
す
が
䣍
何
で
䣍
県

の
外
郭
団
体
ま
で
入
䣬
て
毎
日
出
勤
せ
な
ア
カ

ン
の
や
！ 

自
分
は
䣍
60
歳
ま
で
嫌
で
䣍
し
ん

ど
か
䣬
た
け
ど
䣍
役
所
勤
め
し
た
わ
！ 

も
う

エ
エ
と
い
う
こ
と
で
䣍
そ
れ
か
ら
䣍
ず
䣬
と
家

で
䣍
テ
レ
ビ
と
タ
バ
コ
の
生
活
で
し
た
䣎
役
所

を
辞
め
て
か
ら
䣍
健
康
診
断
は
行
䣬
た
こ
と
が

な
か
䣬
た
ん
で
す
䣎
病
気
に
な
䣬
て
も
近
所
に

藪
医
者
ば
か
り
や
か
ら
䣍
行
き
た
く
な
い
と
言

䣬
て
䣍
一
度
も
行
䣬
て
ま
せ
ん
䣎
私
と
娘
が
言

䣬
て
も
お
医
者
さ
ん
に
は
䣍
行
き
ま
せ
ん
䣎
そ

れ
で
䣍
肺
が
ん
と
分
䣬
た
の
も
䣍
し
ん
ど
い
と

倒
れ
た
の
で
䣍
救
急
車
を
呼
ん
で
病
院
に
運
ば

れ
て
䣍
診
断
し
て
も
ら
䣬
た
ら
䣍
末
期
が
ん
で

他
の
病
院
に
行
䣬
て
下
さ
い
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
䣎 も

う
䣍
そ
れ
は
䣍
あ
の
人
が
こ
の
状
態
を
招

い
た
ん
で
す
ね
䣎仕
方
が
な
い
と
思
䣬
て
ま
す
䣎

本
人
は
ど
う
思
䣬
て
い
る
か
分
り
ま
せ
ん
が
䣍

俺
が
入
院
し
て
い
る
の
は
䣍
誰
に
も
言
う
な
と

だ
け
は
言
わ
れ
て
ま
す
が
！
䣔䣓
本
人
は
䣍
自
分

が
末
期
が
ん
だ
と
分
䣬
て
い
る
ん
で
す
か
？
䣔

と
聞
く
と䣓
い
え
䣍言
䣬
て
ま
せ
ん
！ 

も
し
䣍

言
䣬
た
ら
䣍
ど
ん
な
顔
さ
れ
る
か
？ 

又
䣍
ジ

タ
バ
タ
す
る
姿
を
見
せ
ら
れ
た
ら
私
も
子
供
達

も
嫌
で
す
か
ら
ね
䣎
子
供
３
人
に
は
あ
の
人
の

症
状
は
話
は
し
て
ま
す
が…

…

ま
あ
䣍今
日
は
䣍

明
石
さ
ん
に
来
て
頂
き
䣍話
し
か
け
て
頂
い
て
䣍

主
人
の
あ
ん
な
嬉
し
そ
う
な
顔
を
久
し
振
り
に

見
ま
し
た
䣎
私
も
電
話
さ
せ
て
戴
き
直
ぐ
に
䣍

コ
ロ
ナ
の
こ
ん
な
時
期
に
来
て
い
た
だ
き
䣍
す

み
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
な
ぜ
か
䣍
ほ
䣬
と
し
ま
し

た
䣎
こ
れ
か
ら
大
阪
ま
で
帰
ら
れ
る
の
で
し
た

ら
䣍
明
石
ま
で
車
で
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
䣔
と

い
う
こ
と
で
䣍
病
室
に
戻
り
䣍
友
人
に
䣓
又
䣍

来
る
の
で
な
䣧
！
䣔
と
骨
と
皮
に
な
䣬
た
冷
た

い
頬
に
手
を
添
え
て
䣓
お
い
䣍
オ
ジ
ン
䣍
元
気

を
出
せ
よ
！
䣔
と
言
葉
を
掛
け
て
䣍
奥
さ
ん
と

病
室
を
後
に
し
ま
し
た
䣎 

 

帰
り
の
車
の
中
で
䣍
奥
さ
ん
に
䣓
Y
澤
く
ん

の
も
う
一
つ
の
綽
名
が
オ
ジ
ン
と
言
う
の
で
す
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が
知
䣬
て
ま
す
か
？ 

ア
イ
ツ
は
小
学
校
頃
か

ら
盆
栽
が
趣
味
で
䣍
又
䣍
白
髪
が
少
し
あ
䣬
た

の
で
䣍
近
所
の
同
級
生
が
オ
ジ
ン
と
綽
名
を
付

け
て
䣍
皆
䣍
本
名
は
呼
ば
ず
䣍
オ
ジ
ン
で
皆
は

呼
ん
で
い
ま
し
た
䣎
ヨ
ネ
コ
は
確
か
高
校
か
役

所
に
入
䣬
て
か
ら
の
綽
名
で
す
䣎
も
う
小
学
校

の
時
期
か
ら
䣍
退
職
後
の
趣
味
を
考
え
て
盆
栽

を
や
䣬
て
い
た
大
し
た
奴
や
と
思
䣬
て
ま
し
た

が
䣍
家
で
何
も
し
な
い
！ 

私
な
ん
か
２
年
前

に
仕
事
辞
め
て
䣍
家
内
か
ら
主
婦
は
停
年
が
な

い
の
で
䣍し
ん
ど
い
わ
！ 

と
言
わ
れ
た
の
で
䣍

翌
日
䣍
俺
が
代
わ
り
に
主
夫
？ 

や
䣬
た
る

わ
！ 

と
言
䣬
て
買
い
物
䣍
掃
除
䣍
食
後
の
食

器
洗
い
䣍
週
１
回
の
夕
飯
䣍
昼
は
䣍
ほ
ぼ
毎
日
䣍

自
分
で
作
䣬
て
ま
す
よ
䣎何
も
し
な
か
䣬
た
ら
䣍

も
う
家
か
ら
放
り
だ
さ
れ
ま
す
よ
䣎
Y
澤
み
た

い
な
男
は
幸
せ
や
！
し
か
し
䣍
反
面
䣍
奥
さ
ん

は
大
変
で
し
た
ね
䣔と
笑
い
な
が
ら
言
う
と䣓
そ

う
な
ん
で
す
よ
！ 

盆
栽
と
言
え
ば
家
の
庭
に
䣍

あ
の
人
が
作
䣬
た
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
し
て
䣍
少

し
の
花
と
盆
栽
を
育
て
て
䣍
そ
の
育
て
方
を
長

女
に
だ
け
に
教
え
て
い
る
み
た
い
で
す
䣔
と
車

を
運
転
し
な
が
ら
䣍少
し
嬉
し
そ
う
に
答
え
た
䣎

䣓
処
で
䣍
ア
イ
ツ
は
T
鳥
大
の
農
学
部
を
出
て
䣍

昔
か
ら
大
き
な
畑
と
田
圃
を
持
䣬
て
ま
し
た
わ

ね
䣎
退
職
後
は
何
に
も
し
な
か
䣬
た
と
は
䣍
畑

な
ど
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か
䣔䣓
あ
あ
䣍
農
地
は 

一
回
り
上
の
姉
の
旦
那
さ
ん
に
殆
ど
譲
り
䣍
自

分
は
A
高
校
の
近
く
に
ご
存
知
だ
と
思
い
ま

す
が
䣍
小
さ
い
畑
を
持
䣬
て
い
て
䣍
野
菜
を
植

え
た
ら
毎
日
水
遣
り
に
行
く
の
は
大
変
や
と
言

う
こ
と
で
䣍
果
物
を
柿
䣍
み
か
ん
䣍
栗
䣍
梨
䣍

イ
チ
ジ
ク
䣍
ヤ
マ
モ
モ
䣍
葡
萄
䣍
そ
れ
と
あ
と

何
種
類
か
を
植
え
て
ま
す
䣎
果
物
は
䣍
一
週
間

に
１
䦅
２
回
䣍
水
を
や
り
に
行
䣬
て
蟲
を
取
䣬

た
ら
䣍そ
れ
で
良
い
の
で
䣍楽
や
と
言
う
事
で
䣍

こ
れ
だ
け
は
や
䣬
て
ま
す
䣔
と
い
う
こ
と
で
䣍

車
の
中
で
喋
り
な
が
ら
奥
さ
ん
の
愚
痴
を
聴
き
䣍

奥
さ
ん
の
知
ら
な
い
友
人
と
の
少
年
の
頃
の
”

ス
タ
ン
バ
イ
ミ
䤀
“
的
な
思
い
出
話
し
て
䣍
明

石
駅
ま
で
送
䣬
て
も
ら
い
ま
し
た
䣎 

そ
れ
か
ら
䣍
５
日
後
の
昼
前
に
に
奥
さ
ん
か

ら
䣓
主
人
が
今
䣍
亡
く
な
り
ま
し
た
䣎
急
で
す

が
明
日
が
䣍
通
夜
で
䣍
翌
日
が
葬
儀
で
す
䣔
と

落
ち
着
い
た
声
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
䣎 

翌
日
䣍
新
快
速
電
車
に
乗
り
䣍
明
石
駅
で
山

陽
電
車
に
乗
り
換
え
て
䣍
葬
儀
場
に
行
く
と
大

勢
の
県
庁
職
員
䣍
O
B
と
思
し
き
人
達
が
一

様
に
喪
服
と
マ
ス
ク
姿
で
䣍
既
に
祭
壇
前
の
椅

子
に
座
䣬
て
ま
し
た
䣎
そ
の
人
数
を
数
え
た
ら

50
人
く
ら
い
は
い
ま
し
た
䣎
役
所
の
人
は
大
変

だ
な
䣧
と
感
じ
な
が
ら
䣍
私
は
最
後
列
で
䣍
そ

䣬
と
座
䣬
て
ま
し
た
䣎
焼
香
を
終
え
䣍
通
夜
が

終
䣬
た
後
䣍
出
口
で
並
ん
で
挨
拶
を
し
て
い
た

奥
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
䣓
ご
愁
傷
さ
ま
で
す
䣎

明
日
は
䣍
来
ら
れ
ま
せ
ん
が
䣍
お
気
を
落
さ
ず

に
䣍
お
気
を
付
け
て
下
さ
い
䣔
と
声
を
掛
け
る

と
䣓
は
い
䣎
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎
コ
ロ
ナ

で
亡
く
な
䣬
て
い
た
ら
䣍
最
後
の
言
葉
も
掛
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
䣍
明
石
さ
ん
に
䣍
こ
の

前
䣍
車
の
中
で
色
々
主
人
の
思
い
出
話
を
聞
き

ま
し
て
䣍
気
が
晴
れ
ま
し
た
し
䣍
最
後
を
看
取

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎
気
を
つ
け
て
お
帰
り

く
だ
さ
い
䣔
と
䣍
ほ
䣬
と
し
た
よ
う
な
顔
を
さ

れ
ま
し
た
䣎 

帰
り
は
夕
刻
を
過
ぎ
た
７
時
の
新
快
速
電
車

の
が
ら
が
ら
席
に
座
り
䣍
マ
ス
ク
を
取
䣬
て
䣍

コ
ン
ビ
ニ
で
買
䣬
た
ビ
䤀
ル
を
飲
み
䣍
70
歳
を

前
に
早
く
往
䣬
て
し
ま
䣬
た
友
人
と
の
思
い
出
䣍

病
院
で
の
や
せ
こ
け
て
し
ま
䣬
た
顔
を
思
い
出

し
な
が
ら
䣍
窓
に
見
え
る
ラ
イ
ト
ア
䣹
プ
し
た

明
石
大
橋
を
右
手
に
見
な
が
ら
䣍
後
は
䣍
う
と

う
と
と
し
て
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
䣎 

大
阪
駅
に
着
く
手
前
の
淀
川
鉄
橋
を
通
過
す

る
ガ
タ
ゴ
ト
と
い
う
音
で
目
が
覚
め
て
䣍
駅
に

降
り
ま
し
た
が
䣍
プ
ラ
䣹
ト
ホ
䤀
ム
の
人
も
疎

ら
で
あ
䣬
た
の
で
䣍
改
め
て
今
は
コ
ロ
ナ
で
通

勤
の
人
は
家
で
テ
レ
ワ
䤀
ク
を
し
て
䣍
学
校
も

休
み
で
䣍
み
ん
な
は
䣍
ス
テ
イ
ホ
䤀
ム
な
ん
だ

と
思
い
直
し
䣍
各
駅
停
車
の
普
通
電
車
に
乗
り

換
え
䣍
家
に
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
辿
り
着
き
ま

し
た
䣎 

コ
ロ
ナ
禍
で
䣍
も
し
䣍
友
人
が
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
た
ら
䣍
家
族
を
含
め
䣍
見
舞
い
に

も
行
け
ず
䣍
亡
く
な
る
時
に
十
分
な
別
れ
も
言

え
な
い
䣎
葬
儀
で
は
䣍
棺
の
故
人
の
顔
を
撫
で

た
り
䣍
花
を
入
れ
た
り
す
る
事
も
出
来
ず
䣍
火

葬
場
で
は
限
ら
れ
た
人
し
か
立
ち
会
え
な
い
䣎 

友
人
の
死
は
䣍
癌
で
あ
䣬
た
の
で
䣍
家
族
は

そ
れ
な
り
の
心
の
準
備
が
出
来
た
だ
ろ
う
し
䣍

私
も
見
舞
い
に
行
け
て
䣍
結
果
的
に
は
最
後
の

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
出
来
て
䣍
な
ぜ
か
䣍
友

人
を
亡
く
し
た
䣍
ど
う
し
よ
う
も
な
い
喪
失
感

は
感
じ
な
か
䣬
た
䣎 

翌
日
は
雨
で
あ
䣬
た
が
䣍
大
勢
の
人
達
に
見

送
ら
れ
て
友
人
は
逝
䣬
て
し
ま
䣬
た
䣎
私
は
西

の
方
に
向
か
䣬
て
家
の
中
で
ひ
と
り
黙
祷
を
し

て
い
ま
し
た
䣎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

オ
ク
ラ
の
山
た
よ
り
䥹
４
６
䥺 

困
了
生 

 

 
 
 
 
 
 

一 

  

江
戸
で
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
亡
く
な
䣬
た

一
七
五
一
䥹
宝
暦
元
䥺
年
八
月
䣍
蕪
村
は
京
に

や
䣬
て
来
ま
し
た
䣎
宋
屋
な
ど
の
夜
半
亭
宋
阿

の
門
人
た
ち
の
つ
な
が
り
に
よ
䣬
て
京
の
暮
し

が
始
ま
䣬
た
こ
と
は
先
回
述
べ
た
と
お
り
で

す
䣎 蕪

村
が
京
に
や
䣬
て
来
る
少
し
前
か
ら
幕
府

の
年
貢
収
納
高
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
最
高
と

な
䣬
た
時
期
を
つ
く
䣬
た
享
保
の
改
革
も
終
わ

り
䣍
時
代
は
緩
や
か
に
衰
え
を
見
せ
て
い
き
ま

す
䣎そ
れ
と
と
も
に
と
い
う
べ
き
で
し
䣯
う
か
䣎

洪
水
が
各
地
で
絶
え
間
な
く
起
き
ま
し
た
䣎
幕

府
も
各
藩
も
治
水
対
策
に
追
わ
れ
ま
す
䣎 

た
と
え
ば
一
七
四
二
䥹
寛
保
二
䥺
年
七
月
二

七
日
か
ら
八
月
一
日
に
か
け
て
強
烈
な
台
風
が

日
本
列
島
を
襲
い
ま
し
た
䣎
京
都
で
は
三
条
大

橋
が
流
れ
落
ち
䣍
伏
見
・
淀
は
大
洪
水
と
な
䣬

て
い
ま
す
䣎
も
ち
ろ
ん
䣍
こ
の
台
風
の
た
め
に

関
東
や
信
州
の
河
川
も
つ
ぎ
つ
ぎ
と
氾
濫
し
江

戸
で
は
本
所
・
深
川
が
水
浸
し
と
な
り
䣓
武
功

年
表
䣔
に
は
溺
死
者
二
千
人
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
䣎
そ
の
復
旧
の
た
め
幕
府
は
早
く
も
十
月
に

は
熊
本
藩
細
川
家
・
萩
藩
毛
利
家
・
津
藩
藤
堂

家
な
ど
に
関
東
の
川
筋
の
御
手
伝
普
請
を
命
じ
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ま
し
た
䣎
御
手
伝
普
請
と
は
諸
費
用
の
一
切
を

藩
が
請
け
負
う
普
請
工
事
で
す
䣎
そ
の
た
め
藩

は
多
額
の
費
用
を
ま
か
な
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
䣎 

 

そ
う
し
た
御
手
伝
普
請
で
最
も
悲
惨
で
か
つ

有
名
な
の
が
宝
暦
治
水
で
す
䣎 

木
曽
川
・
長
良
川
・
揖
斐
川
の
い
わ
ゆ
る
木

曽
三
川
で
も
宝
暦
元
年
の
頃
に
洪
水
の
被
害
が

た
び
た
び
起
き
て
い
ま
し
た
䣎
幕
府
は
こ
の
被

害
の
修
復
と
あ
わ
せ
て
䣍
か
ね
て
の
懸
案
で
あ

䣬
た
木
曽
三
川
の
分
流
工
事
を
実
行
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
䣎
こ
の
一
連
の
工
事
を
御
手
伝

普
請
と
し
て
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
鹿
児
島
藩
島
津

家
で
し
た
䣎
鹿
児
島
藩
か
ら
は
財
政
担
当
の
家

老
で
あ
䣬
た
平
田
靫
負
䥹
ひ
ら
た
ゆ
き
え
䥺
以

下
䣍
総
勢
九
四
七
名
が
派
遣
さ
れ
䣍
一
年
三
䣿

月
お
よ
ぶ
難
工
事
の
末
に
治
水
事
業
が
完
了
し

ま
し
た
が
䣍
こ
の
工
事
に
よ
䣬
て
鹿
児
島
藩
が

受
け
た
被
害
は
甚
大
で
し
た
䣎
幕
府
の
役
人
や

地
元
住
民
と
の
軋
轢
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
責
任

を
と
䣬
て
切
腹
・
自
決
し
た
も
の
五
十
二
名
䣍

赤
痢
な
ど
に
よ
る
病
死
三
十
二
名
で
す
䣎
そ
し

て
工
事
の
費
用
も
当
初
の
十
万
両
を
は
る
か
に

超
え
て
四
十
万
両
も
の
出
費
䥹
大
坂
や
江
戸
の

豪
商
か
ら
の
借
入
金
で
ま
か
な
䣬
た
䥺
と
な
り

ま
し
た
䣎
当
時
の
鹿
児
島
藩
の
年
収
は
十
二
か

ら
十
四
万
両
で
あ
り
な
が
ら
䣍
す
で
に
六
十
六

万
両
䥹
推
定
で
す
が
利
子
だ
け
で
も
年
に
約
十

万
両
䣎
こ
れ
だ
け
で
藩
の
年
収
の
大
半
が
消
え

る
䣎
国
債
の
発
行
に
よ
䣬
て
国
債
の
利
子
を
払

䣬
て
い
る
日
本
の
現
状
と
よ
く
似
て
い
ま
す
䥺

も
の
負
債
を
抱
え
て
い
ま
し
た
か
ら
䣍
こ
れ
は

大
変
な
負
担
で
し
た
䣎
こ
れ
ら
の
責
任
を
と
䣬

て
工
事
完
了
を
確
認
し
た
翌
日
䣍
平
田
靫
負
は

鹿
児
島
の
方
角
に
頭
を
向
け
て
自
決
し
て
い
ま

す
䣎
こ
の
負
債
は
八
十
年
後
の
天
保
の
頃
に
は

五
百
万
両
に
ふ
く
れ
あ
が
り
利
子
だ
け
で
も
八

十
万
両
と
い
う
巨
額
に
な
り
ま
し
た
䣎 

 

こ
れ
は
鹿
児
島
藩
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
各

藩
と
も
財
政
逼
迫
の
状
況
は
同
じ
で
し
た
䣎
御

手
伝
普
請
だ
け
で
は
な
く
江
戸
や
大
坂
の
屋
敷

の
維
持
費
や
大
名
同
士
の
交
際
費
䣎
こ
の
た
め

に
各
藩
は
年
収
の
半
ば
以
上
を
出
費
し
て
い
ま

し
た
䣎
バ
カ
に
な
ら
な
い
の
が
三
年
に
一
度
の

参
勤
交
代
䣎
鳥
取
藩
の
記
録
で
は
鳥
取
か
ら
江

戸
ま
で
一
九
五
七
両
か
か
䣬
て
い
ま
す
䣎
ざ
䣬

と
今
の
金
額
で
二
億
円
䣎往
復
で
四
億
円
で
す
䣎

こ
れ
に
出
府
し
た
家
臣
の
江
戸
の
滞
在
費
ま
で

い
り
ま
す
か
ら
か
な
り
の
財
政
負
担
に
な
䣬
た

は
ず
䣎
幕
府
も
各
藩
も
年
貢
収
納
だ
け
の
年
収

で
は
も
は
や
首
が
回
ら
ぬ
よ
う
に
な
り
䣍
専
売

制
度
や
特
産
品
づ
く
り
に
目
を
向
け
る
よ
う
に

な
䣬
て
い
䣬
た
の
が
䣍
ち
䣯
う
ど
蕪
村
が
京
に

や
䣬
て
来
た
時
期
な
の
で
し
た
䣎 

 

こ
う
し
た
時
代
に
䣍
宝
暦
元
年
六
月
将
軍
吉

宗
の
死
の
直
後
の
七
月
に
側
用
取
次
と
し
て
田

沼
意
次
が
歴
史
に
登
場
し
て
く
る
の
で
す
䣎
田

沼
意
次
の
時
代
は
賄
賂
が
横
行
し
た
時
代
と
し

て
評
判
が
悪
く
䣍
䣓
越
後
屋
䣍
お
前
も
悪
よ
の

う
䣔
䣓
い
え
い
え
䣍
殿
様
ほ
ど
で
は
䣔
と
い
う

言
葉
が
飛
び
交
䣬
た
時
代
と
い
う
イ
メ
䤀
ジ
が

強
い
の
で
す
が
䣍
さ
に
あ
ら
ず
䣎
専
売
制
度
・

株
仲
間
の
公
認
・
流
通
過
程
へ
の
課
税
・
貨
幣

改
革
と
い
䣬
た
革
新
的
で
大
胆
な
経
済
政
策
を

と
り
現
代
で
の
歴
史
学
で
は
か
つ
て
の
悪
評
と

は
違
い
一
定
以
上
の
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
䣎
こ
の
田
沼
意
次
が
失
脚
す
る
の
は
一
七
八

六
䥹
天
明
六
䥺
年
の
こ
と
で
す
か
ら
䣍
そ
れ
は

蕪
村
六
十
八
歳
の
死
か
ら
三
年
後
の
こ
と
䣎
蕪

村
の
京
都
時
代
は
丸
ご
と
田
沼
時
代
と
重
な
る

と
い
䣬
て
よ
い
で
し
䣯
う
䣎 

  
 
 
 
 
 

二 

  

さ
て
䣍
蕪
村
で
す
䣎
京
に
や
䣬
て
来
た
蕪
村

が
少
し
寂
し
く
な
䣬
た
の
か
䣍
宝
暦
元
年
十
一

月
に
結
城
の
二
世
早
見
晋
我
䥹
早
見
桃
彦
䥺
宛

に
出
し
た
手
紙
が
残
䣬
て
い
ま
す
䣎
残
念
な
が

ら
最
初
の
部
分
に
欠
損
が
あ
り
䣍
そ
の
部
分
は

䥿 
 

䦀
で
示
し
ま
す
䣎
書
き
出
し
か
ら
知
人

友
人
の
少
な
い
京
で
人
恋
し
い
思
い
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
䣎
ま
ず
䣍
か
つ
て
の
友
人
に
手
紙
の

お
ね
だ
り
で
す
䣎 

  

䥿 
 
 
 

䦀
椹
木
町
䥿 

 

䦀
屋
与
八
迄 

 

右
の
所
付
け
に
て
御
登
せ
下
さ
る
べ
く
候
䣎

此
の
書
き
付
け
䣍
壁
に
貼
り
付
け
差
し
置
か

れ
䣍
後
失
念
な
く
御
登
せ
下
さ
る
べ
く
候
䣎 

 
上
洛
当
初
は
浄
土
僧
の
つ
な
が
り
も
あ
䣬
て
東

山
知
恩
院
あ
た
り
に
身
を
寄
せ
た
ら
し
い
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
が
䣍
こ
の
手
紙
に
よ
れ
ば
京

で
最
初
に
住
ん
だ
の
は
今
の
京
都
市
上
京
区
の

椹
木
町
䥹
さ
わ
ら
ぎ
ち
䣯
う
䥺
通
あ
た
り
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
䣎
椹
木
町
通
は
丸
太
町

通
の
一
筋
北
の
烏
丸
通
よ
り
西
を
い
い
ま
す
䣎

京
都
御
所
の
す
ぐ
西
で
す
䣎 

 

䣓
所
付
け
䣔
は
住
所
䣍
䣓
御
登
せ
下
さ
る
べ

く
候
䣔
と
は
䣓
京
の
地
ま
で
手
紙
を
送
䣬
て
く

だ
さ
い
䣔
の
意
䣎
手
紙
の
お
ね
だ
り
で
す
䣎
し

か
も
自
分
の
住
所
を
書
い
た
書
き
付
け
を
䣓
壁

に
貼
り
付
け
て
お
い
て
ほ
し
い
䣎
そ
し
て
䣍
お

忘
れ
に
な
る
こ
と
な
く
手
紙
を
送
䣬
て
く
だ
さ

い
䣔
と
い
䣬
て
い
ま
す
䣎
か
わ
い
そ
う
に
な
る

く
ら
い
蕪
村
の
寂
し
く
て
た
ま
ら
な
い
気
持
ち

が
伝
わ
䣬
て
き
ま
す
䣎 

つ
い
で
手
紙
に
は
大
事
な
用
件
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
䣎 

 

平
林
氏
一
行
も
の
䣍
あ
る
い
は
聯
二
三
枚 

 

も
ら
い
下
さ
る
べ
く
候
䣎
当
地
䣍
庵
中
に
掛

け
申
し
た
く
候
䣎
ほ
か
に
風
流
家
よ
り
た
つ

て
所
望
い
た
さ
れ
候
䣎
何
と
ぞ
二
三
枚
貴
公

の
御
徳
を
も
䣬
て
拝
戴
願
ひ
奉
り
候
䣎
一
生

の
御
頼
み
に
御
座
候
䣎
大
黒
し
た
た
め
御
礼

に
相
下
し
申
す
べ
く
候
䣎 

 

平
林
氏
と
は
当
時
江
戸
で
評
判
の
高
か
䣬
た
書

家
平
林
静
齋
の
こ
と
䣎
そ
の
静
齋
の
書
を
一
行

物
あ
る
い
は
対
に
な
る
双
聯
を
二
䣍
三
枚
も
ら

䣬
て
ほ
し
い
䣍
と
懇
願
し
て
い
ま
す
䣎
理
由
は

自
分
の
住
む
部
屋
に
掛
け
る
だ
け
で
は
な
く
䣍

京
の
風
流
家
か
ら
ど
う
し
て
も
欲
し
い
と
い
わ

れ
て
い
た
の
で
し
䣯
う
か
䣎
静
齋
へ
の
書
の
依

頼
を
桃
彦
が
仲
介
し
京
で
の
注
文
を
蕪
村
が
さ

ば
い
て
い
た
よ
う
で
す
䣎
蕪
村
は
静
齋
の
書
を

京
に
知
人
友
人
を
広
げ
る
手
段
と
し
て
是
非
と

も
欲
し
か
䣬
た
の
で
し
䣯
う
䣎
そ
の
御
礼
に
大
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黒
天
像
を
描
い
て
送
る
と
い
䣬
て
い
ま
す
䣎
結

城
あ
た
り
で
は
蕪
村
の
大
黒
天
像
を
ほ
し
が
る

人
は
多
か
䣬
た
よ
う
で
す
が
䣍
京
で
は
新
参
者

の
蕪
村
䣎
ま
だ
無
名
で
彼
の
書
画
を
欲
し
が
る

者
は
い
な
か
䣬
た
で
し
䣯
う
䣎 

 

続
い
て
自
分
の
近
況
を
伝
え
て
い
ま
す
䣎 

  

京
都
所
々
見
廻
り
䣍
さ
て
さ
て
お
も
し
ろ
く 

相
暮
し
候
䣎
先
頃
䣍
伏
見
へ
参
上
し
滞
留
い

た
し
候
䣎…

…

中
略…

…

一
両
年
な
じ
み
候

は
ば
䣍
ひ
と
し
ほ
面
白
く
候
は
ん
と
䣍
楽
し

み
ま
か
り
あ
り
候
䣎
ま
ず
ま
ず
平
林
公
の
墨

跡
䣍
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず
頼
み
奉
り
候
䣎
ぜ

ひ
ぜ
ひ
相
待
ち
申
し
候
䣎 

  

京
に
や
䣬
て
来
た
蕪
村
は
さ
䣬
そ
く
京
都
見

物
に
歩
き
回
䣬
て
䣓
さ
て
さ
て
面
白
く
䣔
と
䣍

都
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
䣎そ
し
て
一
䣍

二
年
も
し
て
都
に
慣
れ
た
ら
䣓
ひ
と
し
ほ
面
白

く
候
は
ん
䣔
と
も
い
䣬
て
い
ま
す
䣎
た
ぶ
ん
䣍

蕪
村
の
こ
の
精
力
的
な
京
都
見
物
は
俳
諧
の
材

料
さ
が
し
と
い
う
よ
り
も
画
修
業
の
た
め
に
諸

寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
ふ
す
ま
絵
や
屏
風
絵
な
ど

の
閲
覧
を
願
䣬
て
見
て
歩
い
た
の
で
し
䣯
う
䣎

京
は
町
全
体
が
第
一
級
の
美
術
館
の
よ
う
な
も

の
䣎
浮
き
立
つ
よ
う
な
思
い
で
見
て
ま
わ
䣬
た

の
で
し
䣯
う
䣎
伏
見
に
行
䣬
て
泊
ま
䣬
た
と
い

う
記
述
も
気
に
な
り
ま
す
䣎
芭
蕉
が
伏
見
西
岸

寺
任
口
上
人
に
逢
䣬
た
と
き
の
句
が
心
に
あ
䣬

て
伏
見
ま
で
出
か
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎 

  

我
が
衣
に 

伏
見
の
桃
の 

し
ず
く
せ
よ 

 

こ
の
句
は
芭
蕉
の
紀
行
文
䣓
野
ざ
ら
し
紀
行
䣔

に
収
め
ら
れ
て
い
て
有
名
な
句
で
す
が
䣍
伏
見

西
岸
寺
の
近
く
に
は
中
書
島
と
い
う
遊
里
も
あ

り
䣍
何
し
に
行
䣬
た
の
か
と
想
像
す
る
と
少
し

楽
し
く
な
り
ま
す
䣎
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
䣍

後
年
䣍
蕪
村
は
俳
諧
師
と
い
う
職
業
上
に
よ
䣬

て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
島
原
・
三
本
木
・
八
幡

の
橋
本
と
い
䣬
た
遊
興
の
地
に
よ
く
足
を
運
ん

で
い
ま
す
の
で
䣍
彼
は
決
し
て
真
面
目
一
辺
倒

の
石
部
金
吉
金
兜
で
は
あ
り
ま
せ
ん
䣎
む
し
ろ

少
し
寂
し
が
り
屋
で
人
と
ワ
イ
ワ
イ
す
る
の
が

好
き
な
人
で
は
な
か
䣬
た
で
し
䣯
う
か
䣎
末
尾

で
く
ど
い
ほ
ど
に
平
林
静
齋
の
作
品
を
求
め
て

い
る
の
が
䣍
ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
䣎 

 

さ
す
が
に
都
の
美
し
さ
に
心
を
動
か
さ
れ
た

た
め
で
し
䣯
う
か
䣍
次
の
句
を
手
紙
の
最
後
に

添
え
て
い
ま
す
䣎 

  

鴛
鴦
に 

美
を
つ
く
し
て
や 
冬
木
立 

 

京
で
鴛
鴦
䥹
お
し
ど
り
䥺
の
名
所
と
い
え
ば
石

庭
で
有
名
な
竜
安
寺
の
鏡
容
池
䣎
䣓
池
の
面
に

は
水
鳥
む
れ
あ
つ
ま
り
䣍玄
冬
の
眺
め
を
な
す
䣎

こ
れ
を
竜
安
寺
の
鴛
鴦
と
て
名
に
高
し
䣔と䣓
都

名
所
図
会
䣔
䥹
一
七
八
〇
䥹
安
永
九
䥺
年
刊
䥺

に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
䣎
時
季
は
冬
䣎
竜
安
寺

の
鏡
容
池
に
は
多
く
の
鴛
鴦
が
群
れ
飛
ん
で
い

た
の
で
し
䣯
う
䣎
そ
し
て
色
を
失
䣬
た
冬
木
立

が
池
の
周
囲
に
は
多
く
立
ち
並
ん
で
い
ま
し

た
䣎
鴛
鴦
の
目
を
奪
う
美
し
さ
と
冬
木
立
の
単

色
の
対
比
䣎
こ
れ
こ
そ
が
こ
の
句
の
眼
目
で
し

䣯
う
䣎
ま
た
䣍
䣓
美
を
つ
く
し
て
䣔
に
䣓
論
語
䣔

巻
第
二 

八
佾
䥹
は
ち
い
つ
䥺
第
三
に
あ
る
䣓
子
䣍

韶
を
の
た
ま
は
く
䣍
美
を
つ
く
せ
り
䣍
善
を
つ

く
せ
り
䥹
先
生
が
舜
の
音
楽
で
あ
る
韶
を
批
評
さ
れ

た
䣎
美
し
さ
も
十
分
だ
し
䣍
さ
ら
に
善
さ
も
十
分
だ
䥺
䣔

を
踏
ま
え
て
い
る
の
も
ミ
ソ
と
い
え
ば
ミ
ソ
で

す
䣎
中
国
や
日
本
の
古
典
を
踏
ま
え
て
い
る
こ

と
が
蕪
村
の
頃
は
ま
だ
句
作
り
に
は
重
要
で
し

た
䣎
句
意
は
次
の
と
お
り
䣎 

  
 

美
し
い
飾
り
立
て
た
鴛
鴦
に
䣍
こ
の
世
の 

す
べ
て
の
美
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
䣎 

墨
絵
の
よ
う
な
冬
木
立
の
間
に
群
れ
遊
ぶ
鴛 

鴦
の
色
合
い
の
何
と
美
し
い
こ
と
䣎 

  
 
 
 
 
 

三 
 

 

  

鴛
鴦
に 

美
を
つ
く
し
て
や 

冬
木
立 

 

を
め
ぐ
䣬
て
も
う
少
し
話
を
進
め
ま
す
䣎 

 

こ
の
句
に
芭
蕉
の
䣓
さ
び
䥹
寂
䥺
䣔
を
求
め

る
の
は
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎
た
だ
䣓
さ
び
䣔

を
句
に
備
わ
る
閑
寂
な
情
調
と
と
ら
え
る
一
般

的
な
理
解
は
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
の
で
す

が
䣍
芭
蕉
の
真
意
と
は
少
し
ず
れ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
䣎 

 

で
は
䣍
䣓
さ
び
䣔
と
は
何
で
し
䣯
う
か
䣎
向

井
去
来
は
䣓
去
来
抄
䣔
の
中
で
䣓
さ
び
と
は
何

か
䣔
と
人
か
ら
問
わ
れ
た
と
き
䣍
こ
の
よ
う
に

答
え
た
と
書
い
て
い
ま
す
䣎 

 

䣓
䣕
さ
び
䣖
は
色
の
句
な
り
䣎
閑
寂
な
る
を 

い
う
に
あ
ら
ず
䣎
た
と
へ
ば
䣍
老
人
の
甲
冑 

を
帯
し
戦
場
に
働
き
䣍
錦
繍
を
飾
り
御
宴
に 

は
べ
り
て
も
䣍
老
い
の
姿
あ
る
が
ご
と
し
䣎 

に
ぎ
や
か
な
る
句
に
も
䣍
静
か
な
る
句
に
も 

有
る
も
の
な
り
䣎
䣔 

 分
か
り
に
く
い
説
明
で
す
が
䣍
い
う
と
こ
ろ
は

䣓
さ
び
䣔
と
は
華
や
か
な
情
景
の
中
に
あ
䣬
て

一
抹
の
寂
寥
と
し
た
要
素
を
と
ら
え
る
こ
と
こ

そ
が
䣓
さ
び
䣔
の
真
髄
だ
䣍
と
い
う
こ
と
で
し

䣯
う
か
䣎
だ
か
ら
師
の
芭
蕉
は 

  

花
守
や 

白
き
頭
䥹
か
し
ら
䥺
を 

つ
き
合
わ
せ 

 

と
い
う
句
を
䣓
寂
色
が
よ
く
出
て
い
る
䣔
と
喜

ん
だ
䣍
と
去
来
は
い
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 

だ
と
す
れ
ば
䣍
田
沼
意
次
に
よ
る
緩
和
政
策

の
時
代
に
京
の
地
で
俳
人
と
し
て
の
円
熟
期
を

生
き
た
蕪
村
は
芭
蕉
の
い
う
䣓
さ
び
䣔
を
最
も

よ
く
表
現
し
得
た
俳
人
と
い
䣬
て
よ
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
䣎 

 

い
や
䣍
む
し
ろ
蕪
村
が
京
都
で
生
活
し
て
い

た
時
代
こ
そ
が
華
や
か
な
情
景
の
光
に
対
し
て

暗
い
世
相
の
闇
を
持
䣬
た
時
代
で
し
た
䣎
現
代

と
同
じ
く
豪
商
を
中
心
と
し
て
富
裕
層
は
い
䣬

そ
う
の
富
の
蓄
積
を
し
䣍
庶
民
は
厳
し
い
生
活

に
苦
し
み
ま
し
た
䣎
そ
し
て
都
市
だ
け
で
は
な

く
貨
幣
経
済
の
波
は
農
村
に
ま
で
及
ん
で
多
く

の
農
民
が
貨
幣
制
度
の
も
と
で
の
貧
に
苦
し
ん

で
い
ま
し
た
䣎
し
か
し
䣍
そ
う
し
た
小
経
営
の

農
民
の
苦
悩
を
知
ら
ぬ
げ
に
䣍
綿
䣍
菜
種
油
䣍

生
糸
の
商
品
流
通
が
盛
ん
に
な
り
䣍
そ
れ
に
つ
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れ
て
商
品
経
済
が
自
然
経
済
を
切
り
崩
し
て
階

層
分
化
を
推
し
進
め
ま
し
た
䣎
幕
府
に
よ
り
永

代
に
田
畑
は
売
買
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
は
ず

が
䣍
そ
れ
は
す
で
に
有
名
無
実
化
し
て
借
金
に

窮
迫
し
た
小
経
営
農
民
の
土
地
を
買
い
あ
さ
䣬

て
大
地
主
が
次
々
に
生
ま
れ
䣍
そ
の
た
め
多
く

の
小
作
人
が
急
速
に
増
加
し
た
の
は
こ
の
時
代

か
ら
で
す
䣎 

 

蕪
村
は
こ
う
し
た
時
代
の
闇
に
あ
る
本
質
的

な
部
分
を
し
䣬
か
り
と
つ
か
ん
で
い
た
俳
人
で

し
た
䣎
い
く
つ
か
例
を
示
し
ま
す
䣎 

 

① 

菜
の
花
や 

油
と
ぼ
し
き 

小
家
が
ち 

② 

百
姓
の 

生
き
て
は
た
ら
く 

暑
さ
か
な 

 

③ 

宿
か
せ
と 

刀
投
げ
出
す 

吹
雪
か
な 

 

い
ず
れ
も
蕪
村
五
十
代
か
ら
六
十
代
の
句
で

す
䣎す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
近
畿
圏
で
は
当
時
䣍

菜
種
油
を
製
造
す
る
た
め
に
菜
の
花
が
多
く
栽

培
さ
れ
て
い
ま
し
た
䣎
あ
た
り
一
面
に
菜
の
花

を
作
付
け
し
な
が
ら
䣍
自
分
の
家
で
は
で
き
る

限
り
灯
心
を
細
く
し
て
油
を
切
り
つ
め
て
い
る

貧
し
い
農
民
の
姿
が
①
の
句
に
は
詠
ま
れ
て
い

ま
す
䣎 

②
の
句
は
蕪
村
の
召
波
宛
の
手
紙
に
䣓
右
䣍

此
の
程
仕
り
候
䣎
あ
し
く
候
へ
ど
も
䣍
書
き
付

け
候
䣔
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
記
さ
れ
た
句
で

す
䣎
在
郷
商
人
の
増
加
䣍
旧
地
主
の
没
落
䣍
貧

農
の
激
増
と
い
う
農
村
の
変
貌
の
中
で
酷
暑
の

中
で
䣍
背
を
屈
め
て
稲
の
間
に
生
え
た
雑
草
を

取
る
と
い
う
苦
し
い
作
業
を
し
続
け
る
百
姓
の

姿
を
自
分
の
目
で
見
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
䣎
確
か
に
萩
原
朔
太
郎
の
い
う
と
お
り

写
生
の
句
と
は
い
い
に
く
い
の
で
す
が
䣍
作
句

に
あ
た
䣬
て
蕪
村
の
心
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ

た
風
景
だ
と
す
れ
ば
䣍
そ
の
風
景
を
見
た
蕪
村

の
心
の
動
き
も
感
じ
と
れ
ま
す
䣎 

蛇
足
で
す
が
䣍
私
が
こ
の
句
を
初
め
て
見
た

の
は
学
生
時
代
の
こ
ろ
桑
原
武
夫
編
䣓
一
日
一

言
䣔䥹
岩
波
新
書 

1956

年
刊 

212

ペ
䤀
ジ
䥺

と
い
う
本
で
し
た
䣎
そ
こ
に
は
䣓
い
か
の
ぼ
り 

き
の
ふ
の
空
の 

有
り
ど
こ
ろ
䣔
や
䣓
う
れ
ひ

つ
つ 

丘
に
登
れ
ば 

花
い
ば
ら
䣔
な
ど
よ
く

知
ら
れ
た
句
と
並
ん
で
こ
の
句
が
あ
り
䣍
蕪
村

に
こ
の
よ
う
な
句
が
あ
䣬
た
の
か
と
驚
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
䣎
ひ
䣯
䣬
と
し
た
ら
桑
原
武

夫
さ
ん
も
こ
の
句
に
私
と
同
じ
よ
う
な
衝
撃
を

受
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
䣎 

③
の
句
は
窮
迫
し
た
武
士
の
姿
で
あ
り
䣍
そ

れ
以
上
の
説
明
は
不
要
で
し
䣯
う
䣎
当
時
䣓
つ

ぶ
れ
武
士
䣔
䣓
乞
食
旗
本
䣔
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
䣎 

例
に
挙
げ
た
三
句
は
い
ず
れ
も
田
沼
時
代
の

闇
の
部
分
で
す
䣎
貧
困
に
苦
し
む
人
あ
れ
ば
一

握
り
の
富
裕
な
人
々
が
い
ま
す
䣎
闇
が
あ
れ
ば

光
が
あ
り
田
沼
時
代
は
あ
ふ
れ
る
富
の
蓄
積
の

も
と
放
縦
な
世
情
と
な
䣬
た
時
代
で
し
た
䣎 

 

口
切
り
や 

北
䥹
喜
多
䥺
も
召
さ
れ
て 

四
畳
半 

 

 

先
の
三
句
と
同
時
代
の
句
で
す
が
䣍䣓
口
切
り
䣔

と
は
十
月
に
新
茶
の
口
を
切
䣬
て
催
す
茶
会
の

こ
と
䣍
䣓
喜
多
䣔
能
楽
の
四
流
の
一
つ
喜
多
流

の
こ
と
䣍
䣓
四
畳
半
䣔
は
茶
室
の
こ
と
で
す
䣎

豪
商
の
家
で
は
能
楽
師
も
呼
び
寄
せ
て
茶
会
が

開
か
れ
て
い
ま
す
䣎
さ
ぞ
か
し
華
や
か
な
会
で

あ
䣬
た
の
で
し
䣯
う
䣎 

蕪
村
は
時
代
に
横
た
わ
䣬
て
い
る
光
と
闇
を

し
䣬
か
り
と
見
据
え
る
こ
と
の
で
き
る
俳
人
で

し
た
䣎
彼
自
身
は
芭
蕉
が
䣓
憂
き
我
を 

さ
び

し
が
ら
せ
よ 

閑
古
鳥
䣔
と
詠
ん
だ
よ
う
な
余

裕
は
ほ
と
ん
ど
な
く 

 

貧
乏
に 

追
い
つ
か
れ
け
り 

け
さ
の
秋 

 

と
貧
苦
に
嘆
く
市
井
の
人
で
し
た
が
䣎 

 
 

 
 
 
 
 
 

四 

  

䣓
鴛
鴦
に 

美
を
つ
く
し
て
や 

冬
木
立
䣔

を
考
え
る
上
で
も
う
一
つ
の
句
を
見
て
み
ま

す
䣎 

  

住
吉
の 

雪
に
額
䥹
ぬ
か
䥺
づ
く 

遊
女
か
な 

 

蕪
村
六
十
二
歳
の
句
で
す
䣎
あ
た
り
一
面
䣍
雪

に
お
お
わ
れ
た
住
吉
神
社
の
社
殿
に
何
事
か
を

一
心
に
祈
る
遊
女
を
描
い
て
い
ま
す
䣎
も
ち
ろ

ん
䣍
蕪
村
が
目
を
と
め
た
の
は
白
雪
の
中
に
な

か
ば
埋
も
れ
る
よ
う
に
祈
䣬
て
い
る
な
ま
め
い

た
遊
女
の
姿
䣍
そ
の
鮮
や
か
な
色
彩
で
あ
䣬
た

で
し
䣯
う
䣎
鮮
や
か
な
色
彩
に
い
ろ
ど
ら
れ
た

遊
女
䣍
そ
の
ま
わ
り
に
あ
る
の
は
単
色
の
雪
の

世
界
䣎
䣓
鴛
鴦
の…

…
䣔
の
句
と
同
じ
構
図
で

彼
の
美
の
世
界
が
描
か
れ
て
い
ま
す
䣎
同
時
に

田
沼
の
時
代
の
世
情
を
そ
の
ま
ま
描
き
尽
く
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
䣎
雪
に
額
を
つ

け
て
祈
り
続
け
る
遊
女
の
姿
が
な
ま
め
け
ば
な

ま
め
く
ほ
ど
䣍
こ
の
遊
女
の
苦
悩
が
䣍
こ
の
句

を
読
む
人
の
心
に
響
い
て
き
ま
す
䣎 

 

こ
の
よ
う
な
視
点
で
考
え
て
い
く
と
京
で
俳

人
と
し
て
大
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
蕪
村
が
䣍

そ
の
生
活
の
当
初
か
ら
す
で
に
自
ら
の
美
学
の

基
本
的
な
方
向
性
を
も
䣬
て
い
た
と
い
う
こ
と

を
䣓
鴛
鴦
の…

…

䣔
の
句
は
示
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
す
䣎 

 
 

    
 
 
 
 
 
 

 

隠
さ
れ
た
歴
史
䥹
２
１
䥺 

満
田
正
賢 

 

前
月
号
で
考
察
し
た
内
容
を
ま
ず
斉
明
天
皇
䣍

天
智
天
皇
䥹
中
大
兄
皇
子
䥺䣍
倭
姫
王
䥹
や
ま
と

ひ
め
䥺
の
関
係
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
し
ま
す
䣎

蘇
我
入
鹿
が
目
の
前
で
中
大
兄
に
殺
さ
れ
た
こ

と
に
シ
䣼
䣹
ク
を
受
け
た
皇
極
天
皇
が
退
位
を

決
断
し
た
と
い
う
経
緯
を
考
え
る
と
䣍
次
の
孝

徳
天
皇
逝
去
の
後
で
皇
極
天
皇
が
重
祚
し
た
と

は
考
え
に
く
く
䣍
古
田
武
彦
氏
が
考
察
し
た
よ

う
に
䣍
孝
徳
の
後
の
天
皇
と
さ
れ
る
斉
明
は
筑

紫
に
い
た
倭
国
䥹
九
州
王
朝
䥺
王
だ
䣬
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
䣎
中
大
兄
は
孝
徳
か
ら
近
畿
天
皇

家
の
家
督
を
引
き
継
い
だ
後
に
筑
紫
に
は
せ
参

じ
て
䣍
倭
国
王
の
名
目
的
な
配
下
と
し
て
百
済

支
援
の
戦
い
に
協
力
し
ま
し
た
䣎
又
天
智
天
皇
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の
皇
后
と
な
䣬
た
倭
姫
王
は
䣍
過
去
反
逆
罪
で

処
刑
さ
れ
た
古
人
大
兄
の
娘
で
あ
る
と
す
る
と

皇
后
の
資
格
が
あ
䣬
た
人
物
で
あ
る
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
䣎
倭
姫
王
は
斉
明
か
ら
王
権
を
継

い
だ
倭
国
䥹
九
州
王
朝
䥺
の
女
王
で
あ
䣬
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
䣎
倭
姫
王
は
倭
国
王
た
る
斉
明

の
娘
だ
䣬
た
の
で
し
䣯
う
䣎
白
村
江
敗
戦
後
䣍

中
大
兄
は
庇
護
を
求
め
た
倭
姫
王
を
伴
䣬
て
近

江
に
移
り
䣍
そ
こ
で
倭
姫
王
と
婚
姻
し
て
自
ら

倭
国
王
を
名
乗
り
䣍
国
名
を
日
本
国
に
変
え
た

と
思
わ
れ
ま
す
䣎
そ
れ
が
天
智
七
年
に
な
䣬
て

よ
う
や
く
天
智
が
即
位
し
た
理
由
で
す
䣎 

次
に
天
武
天
皇
䥹
大
海
人
皇
子
䥺
の
動
向
に

つ
い
て
お
さ
ら
い
し
ま
す
䣎
大
海
人
は
中
大
兄

が
筑
紫
に
来
る
以
前
か
ら
筑
紫
に
お
り
䣍
額
田

王
䣍
胸
形
君
徳
善
の
娘
尼
子
姫
䣍
宍
人
臣
大
麻

呂
の
娘
か
じ
娘
の
三
人
を
妃
に
し
て
い
ま
し
た
䣎

そ
し
て
大
海
人
は
白
村
江
に
従
軍
し
䣍
唐
の
捕

虜
と
な
り
䣍
唐
に
対
し
て
自
ら
を
筑
紫
君
サ
チ

ヤ
マ
と
名
乗
り
ま
し
た
䣎
大
海
人
は
帰
国
後
筑

紫
都
督
と
な
り
䣍
唐
の
倭
国
占
領
軍
の
長
で
あ

る
郭
務
悰
の
支
援
を
受
け
て
壬
申
の
乱
に
勝
利

し
䣍
日
本
国
王
と
な
り
ま
し
た
䣎
そ
こ
で
明
確

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
䣍
は
た
し
て
大

海
人
は
九
州
王
朝
側
の
人
間
だ
䣬
た
の
か
䣍
そ

れ
と
も
近
畿
側
の
人
間
だ
䣬
た
の
か
䣍
と
い
う

こ
と
で
す
䣎
こ
こ
ま
で
が
前
回
の
お
さ
ら
い
で

す
䣎 天

武
天
皇
䥹
大
海
人
䥺
の
真
の
姿
を
探
る
た

め
に
重
要
な
要
素
と
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
の

一
つ
は
天
武
の
天
皇
名
で
す
䣎
天
武
の
天
皇
名

は
䣓
天
渟
中
原
瀛
真
人
䥹
あ
ま
の
ぬ
な
は
ら
お

き
の
ま
ひ
と
䥺
天
皇
で
す
䣎
天
武
期
に
作
ら
れ

た
䣓
八
色
の
姓
䥹
や
く
さ
の
か
ば
ね
䥺䣔
で
は
䣍

臣
下
を
䣓
真
人
䥹
ま
ひ
と
䥺䣍
朝
臣
䥹
あ
そ
み
・

あ
そ
ん
䥺䣍
宿
禰
䥹
す
く
ね
䥺䣍
忌
寸
䥹
い
み
き
䥺䣍

道
師
䥹
み
ち
の
し
䥺䣍
臣
䥹
お
み
䥺䣍
連
䥹
む
ら

じ
䥺䣍
稲
置
䥹
い
な
ぎ
䥺䣔
と
い
う
八
つ
の
姓
に

区
分
け
し
て
い
ま
す
䣎䣓
真
人
䣔
と
は
皇
族
系
で

は
あ
䣬
て
も
あ
く
ま
で䣓
臣
下
䣔の
名
前
で
す
䣎

ウ
䣵
キ
ペ
デ
䣵
ア
で
は
䣓
真
人
䣔
に
天
皇
も
加

え
て
い
ま
す
が
䣍
そ
れ
は
天
武
の
名
前
を
考
慮

し
て
い
る
か
ら
で
す
䣎
天
武
の
天
皇
名
か
ら
み

れ
ば
䣍
天
武
の
前
身
は
倭
王
で
も
天
智
の
弟
で

皇
太
子
で
も
な
く
近
畿
天
皇
家
の
臣
下
で
あ
䣬

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
䣎 

次
に
参
考
に
な
る
の
は
䣍
日
本
書
紀
に
引
用

さ
れ
て
い
る
伊
吉
連
博
徳
書
に
描
か
れ
た
白
村 

江
前
の
大
和
朝
廷
と
䣓
別
倭
種
䥹
九
州
王
朝
䥺䣔

と
の
関
係
で
す
䣎
伊
吉
連
博
徳
書
に
つ
い
て
は

古
田
氏
の䣓
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
䣔に
お
い
て
䣍

旧
唐
書
の
䣓
倭
国
䣔
と
䣓
日
本
国
䣔
の
関
係
を

記
述
し
た
も
の
で
あ
り
九
州
王
朝
の
存
在
の
証

拠
と
し
て
い
ま
す
が
䣍
韓
国
の
政
治
学
者
で
あ

る
李
鐘
恒
䥹
イ
・
チ
䣼
ン
ハ
ン
䥺
氏
の
䣓
韓
半

島
か
ら
来
た
倭
国
䣔䥹
新
泉
社
䥺
と
い
う
本
の
中

の
䣓
伊
吉
連
博
徳
書
の
意
味
と
本
質
䣔
と
い
う

項
目
を
読
む
と
古
田
氏
の
考
察
が
よ
く
理
解
出

来
ま
す
䣎
以
下
は
䣓
伊
吉
連
博
徳
書
の
意
味
と

本
質
䣔
の
概
要
で
す
䣎 

伊
吉
連
博
徳
は
斉
明
五
䦅
七
年
䥹
六
五
九
䦅

六
六
一
䥺
第
四
次
遣
唐
使
一
行
に
随
行
し
帰
国

し
て
い
ま
す
䣎
白
村
江
の
戦
い
䥹
六
六
三
䥺
の

直
前
で
す
䣎
そ
の
時
に
帰
国
報
告
書
と
も
い
え

る
伊
吉
連
博
徳
書
を
中
大
兄
に
対
し
て
提
出
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
䣎
彼
は
天
智
三
年
䥹
六
六

四
䥺
に
は
大
乙
中
の
冠
位
を
も
ち
䣍
郭
務
悰
を

大
宰
府
に
応
接
し
䣍
同
六
年
䥹
六
六
七
䥺
に
は

小
山
下
に
昇
位
し
て
䣍
唐
使
で
あ
る
司
馬
法
聡

の
送
使
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
䣎
そ
の
後

持
統
元
年
䥹
六
八
七
䥺
に
は
謀
反
事
件
に
連
座

し
ま
し
た
が
䣍
同
九
年
䥹
六
九
五
䥺
に
は
ま
た

昇
位
し
て
䣍遣
新
羅
使
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
䣎

文
武
四
年
䥹
七
〇
〇
䥺
従
五
位
に
あ
た
る
勅
広

肆
に
昇
進
し
て
大
宝
律
令
の
編
纂
者
に
任
命
さ

れ
䣍
大
宝
三
年
䥹
七
〇
三
䥺
に
は
そ
の
任
務
を

無
事
終
了
し
た
た
め
受
賞
し
て
い
ま
す
䣎
伊
吉

連
博
徳
の
帰
朝
報
告
書
は
䣍
非
常
に
客
観
的
で

詳
細
な
䣍
当
時
の
唐
へ
の
留
学
生
に
関
す
る
記

録
と
し
て
䣍
高
く
評
価
さ
れ
た
文
書
で
あ
䣬
た

と
想
像
出
来
ま
す
䣎 

さ
て
伊
吉
連
博
徳
書
は
日
本
書
紀
に
䣍
孝
徳

白
雉
五
年
䥹
六
五
四
䥺
二
月
条
䣍
斉
明
五
年
䥹
六

五
九
䥺
七
月
条
䣍
同
六
年
䥹
六
六
〇
䥺
七
月
条
䣍

同
七
年
䥹
六
六
一
䥺
五
月
条
䣍
と
計
四
回
引
用

さ
れ
て
い
ま
す
䣎加
え
て
持
統
四
年䥹
六
九
〇
䥺

一
〇
月
条
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す
䣎
こ
の
中

で
注
目
さ
れ
る
の
は
䣍
孝
徳
白
雉
五
年
二
月
条

の
中
で
䣍
帰
朝
し
た
遣
唐
使
の
中
に
䣓
別
倭
種

韓
智
興
䣍
趙
元
宝
䣔
と
い
う
二
名
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
䣎 

䣓
伊
吉
博
得
言
䣕
學
問
僧
惠
妙
於
唐
死
䣍
知
聰

於
海
死
䣍
智
國
於
海
死
䣍
智
宗
以
庚
寅
年
付

新
羅
船
歸
䣍
覺
勝
於
唐
死
䣍
義
通
於
海
死
䣍

定
惠
以
乙
丑
年
付
劉
德
高
等
船
歸
䣎
妙
位
・

法
勝
・
學
生
氷
連
老
人
・
高
黃
金
幷
十
二
人
・

別
倭
種
韓
智
興
・
趙
元
寶
䣍今
年
共
使
人
歸
䣎䣖䣔 

そ
し
て
斉
明
五
年
七
月
条
で
は
韓
智
興
の

供
人
西
漢
大
麻
呂
が
䣍
同
七
年
五
月
条
で
は
韓

智
興
の
供
人
東
漢
草
直
足
嶋
が
䣍
い
ず
れ
も
唐

に
向
か
䣬
て
日
本
国
䥹
大
和
朝
廷
䥺
の
使
者
を

誹
謗
中
傷
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
䣎 

䣓
韓
智
興
傔
人
西
漢
大
麻
呂
䣍
枉
讒
我
客
䣎䣔 

䣓
爲
智
興
傔
人
東
漢
草
直
足
嶋
所
讒
䣍
使
人
等

不
蒙
寵
命
䣎䣔 

又
持
統
四
年
一
〇
月
条
の
文
面
に
あ
る
頭

注
で
は
䣍
唐
に
捕
虜
と
な
䣬
た
䣓
弓
削
連
元
宝

の
子
䣔
の
弓
削
連
元
宝
は
䣍
孝
徳
紀
に
引
用
さ

れ
た
伊
吉
連
博
徳
書
に
あ
る
趙
元
宝
と
同
一
人

物
で
あ
ろ
う
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
䣎
こ
の
頭
注

が
正
し
い
と
す
る
と
䣍䣓
倭
種
䣔
と
呼
ば
れ
た
韓

智
興
䣍
趙
元
宝
は
共
に
日
本
名
を
持
䣬
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
䣎
更
に
䣓
倭
種
䣔
䥾
倭
国
䥹
九

州
王
朝
䥺
の
人
間
が
白
村
江
で
捕
虜
に
な
䣬
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
䣎 

以
上
李
氏
が
ま
と
め
た
䣓
伊
吉
連
博
徳
書
の

意
味
と
本
質
䣔
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
が
䣍

伊
吉
連
博
徳
書
に
は
䣍
白
村
江
前
に
大
和
朝
廷

が
独
立
し
て
唐
と
応
対
し
て
お
り
䣍
倭
種
䥾
倭

国
䥹
九
州
王
朝
䥺
は
唐
に
向
か
䣬
て
大
和
朝
廷

を
誹
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
䣎
伊
吉
連
博
徳
は
天
武
期
に
は
不
遇
だ

䣬
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
䣍斉
明
五
年䥹
六

五
九
䥺
か
ら
大
宝
三
年
䥹
七
〇
三
䥺
に
わ
た
䣬

て
大
和
朝
廷
に
い
て
最
終
的
に
は
政
権
の
中
枢

に
い
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
䣎
そ
の
事
実
か
ら
も
天
武
が
九
州
王
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朝
側
の
人
物
で
あ
䣬
た
と
は
非
常
に
考
え
に
く

い
こ
と
で
す
䣎 

次
に
䣍
万
葉
集
の
代
表
的
な
歌
人
の
一
人
で

あ
る
額
田
王
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
䣯
う
䣎 

そ
の
前
に
万
葉
集
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
䣎
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
た

歌
の
真
実
に
つ
い
て
は
䣍
古
田
武
彦
氏
が
万
葉

三
部
作
と
い
わ
れ
る
䣓
人
麿
の
運
命
䣔䣓
古
代
史

の
十
字
路―

万
葉
批
判
䣔䣓
壬
申
大
乱
䣔
の
中
で

詳
細
な
研
究
を
行
䣬
て
い
ま
す
䣎
私
な
り
に
要

点
を
ま
と
め
る
と
䣍䣓
万
葉
集
の
中
で
は
九
州
で

作
ら
れ
た
歌
䣍
白
村
江
の
戦
い
を
歌
䣬
た
歌
が

消
さ
れ
て
い
る
䣎
し
か
し
䣍
そ
れ
は
歌
と
し
て

は
残
䣬
て
お
り
䣍
た
だ
そ
れ
が
近
畿
で
作
ら
れ

た
歌
と
し
て
の
題
詞
を
付
け
ら
れ
て
い
る
䣎
そ

の
為
に
大
和
盆
地
に
カ
モ
メ
が
飛
ん
で
い
た
り
䣍

琵
琶
湖
に
鯨
が
泳
い
で
い
た
り
す
る
の
で
あ

る
䣎䣔
と
い
う
こ
と
で
す
䣎 

私
が
取
り
上
げ
た
歌
に
つ
い
て
説
明
を
加
え

て
お
き
ま
す
䣎 

Ａ
䣓
大
和
に
は
群
山
あ
れ
ど
と
り
よ
ろ
ふ
天
の

香
具
山
登
り
立
ち
国
見
を
す
れ
ば
国
原
は
煙

立
ち
立
つ
海
原
は
か
ま
め
立
ち
立
つ
う
ま
し

国
そ
あ
き
づ
島
大
和
の
国
は
䣔 

＊
こ
れ
は
万
葉
集
卷
一
の
二
番
歌
で
舒
明
天
皇

の
歌
と
さ
れ
る
も
の
で
す
䣎
一
番
歌
と
し
て

有
名
な
雄
略
天
皇
の䣓
篭
も
よ
み
篭
持
ち
・・・
䣔

に
続
く
歌
で
す
䣎
一
番
歌
䣍
二
番
歌
に
つ
い

て
は
䣍
大
和
朝
廷
賛
美
の
立
場
か
ら
䣍
古
く

か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
歌
の
作
者
を
雄
略
天

皇
䣍
舒
明
天
皇
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
䣎䥹䣓
万
葉
集
編
纂
論
䣔
市
瀬

雅
之
著
・
お
う
ふ
う
䥺
古
田
氏
は
こ
の
二
番

歌
に
描
か
れ
た
風
景
が
日
本
書
紀
の
景
行
紀

に
記
さ
れ
た
別
府
湾
の
風
景
に
ピ
䣹
タ
リ
合

う
と
考
察
し
て
い
ま
す
䣎 

Ｂ
䣓
鯨
魚
䥹
い
さ
な
䥺
取
り
淡
海
の
海
を
沖
放

け
て
漕
ぎ
来
る
船
辺
付
き
て
漕
ぎ
来
る
船
沖

つ
櫂
い
た
く
な
撥
ね
そ
辺
つ
櫂
い
た
く
な
撥

ね
そ
若
草
の
夫
の
思
ふ
鳥
立
つ
䣔 

＊
こ
れ
は
万
葉
集
卷
二
の
百
五
十
三
番
歌
で
天

智
天
皇
逝
去
の
時
の
一
連
の
挽
歌
の
な
か
で

倭
大
后
が
歌
䣬
た
歌
と
さ
れ
て
い
ま
す
䣎
前

後
の
歌
と
の
関
係
か
ら
䣍倭
大
后䥹
倭
姫
王
䥺

の
挽
歌
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
䣯

う
䣎
こ
の
歌
の
䣓
淡
海
䣔
と
は
天
智
天
皇
の

近
江
朝
と
の
関
連
で
琵
琶
湖
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
䣍
琵
琶
湖
に
鯨
が
泳
ぐ
は
ず

は
あ
り
ま
せ
ん
䣎倭
姫
王
が
天
智䥹
中
大
兄
䥺

と
初
め
て
出
会
䣬
た
博
多
湾
は
当
時
入
り
江

が
現
在
の
住
吉
神
社
ま
で
達
し
て
お
り
那
珂

川
の
淡
水
が
湾
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
䣎
倭
姫
王
が
博
多
湾
の
沖
の
玄
界
灘

で
鯨
が
泳
い
で
い
た
と
い
う
若
き
日
の
思
い

出
を
偲
ん
で
い
る
と
考
え
れ
ば
ピ
䣹
タ
リ
す

る
の
で
は
な
い
で
し
䣯
う
か
䣎 

通
説
で
は
万
葉
集
全
二
十
巻
の
う
ち
第
一

巻
・
第
二
巻
は
初
期
に
編
集
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ
䣍
表
面
上
は
大
和
朝
廷
賛
歌
の
歌
が
続
い
て

い
ま
す
が
䣍
そ
こ
に
採
用
さ
れ
た
歌
の
多
く
は

筑
紫
で
作
ら
れ
た
原
万
葉
集
か
ら
拝
借
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
䣎
私
は
䣍
倭
国
䥹
九
州

王
朝
䥺
は
す
で
に
実
権
を
近
畿
勢
力
に
握
ら
れ

名
目
だ
け
の
存
在
に
な
䣬
て
い
た
と
考
え
て
い

ま
す
が
䣍䣓
没
落
す
る
王
朝
に
は
文
化
の
花
が
咲

く
䣔
と
い
う
言
葉
は
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
真

理
で
は
な
い
で
し
䣯
う
か
䣎 

 

額
田
王
は
万
葉
集
卷
一
巻
二
に
登
場
す
る
歌

人
で
す
が
䣍
そ
の
正
体
が
不
明
で
す
䣎
日
本
書

紀
に
は
䣓
額
田
姫
王
䣔
と
記
さ
れ
て
お
り
皇
族

で
あ
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
䣍
天
武
天

皇
の
最
初
の
妃
で
あ
䣬
た
こ
と
と
䣍
鏡
王
の
娘

で
あ
䣬
た
こ
と
以
外
は
わ
か
り
ま
せ
ん
䣎
し
か

し
䣍
鏡
王
を
宣
化
天
皇
の
子
孫
と
す
る
系
図
が

存
在
し
ま
す
䣎䣓
宣
化
天
皇→

火
焔
皇
子→

阿

方
王→

額
田
鏡
王
䥹
＊
䣕
新
撰
姓
氏
録
䣖
右
京

皇
別
䣍
摂
津
皇
別
䥺䣔䣎
正
体
不
明
の
皇
族
で
あ

る
額
田
王
は
䣍
私
の
仮
説
に
従
䣬
て
宣
化
天
皇

の
子
が
倭
国
䥹
磐
井
王
朝
䥺
を
乗
䣬
取
䣬
て
建

て
た
後
期
九
州
王
朝
の
皇
族
と
考
え
る
と
ピ
䣹

タ
リ
合
い
ま
す
䣎 

 

私
は
額
田
王
こ
そ
が
倭
姫
王
で
あ
り
鏡
王
が

倭
国
王
た
る
斉
明
天
皇
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
が
䣍
と
り
あ
え
ず
䣍
額
田
王

は
倭
国
䥹
後
期
九
州
王
朝
䥺
の
宮
廷
歌
人
で
あ

り
䣍
最
初
大
海
人
䥹
天
武
天
皇
䥺
に
嫁
い
だ
が
䣍

万
葉
集
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
白
村
江
の
あ

と
中
大
兄
と
再
婚
し
た
と
考
え
て
み
ま
し
䣯
う
䣎

熟
田
津
で
歌
䣬
た
歌
は
䣍
難
波
か
ら
筑
紫
に
行

く
時
の
歌
で
は
な
く
䣍
筑
紫
か
ら
近
江
に
行
く

時
の
途
中
で
歌
䣬
た
歌
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
䣎
天
武
と
額
田
王
の
子
で
あ
る
十
市
皇

女
は
大
友
皇
子
の
正
妃
で
す
䣎
額
田
王
は
壬
申

の
乱
の
時
に
近
江
朝
側
に
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
䣎 

 

次
に
天
智
天
皇
が
倭
国
王
と
し
て
即
位
後
䣍

九
州
年
号
を
改
元
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ

ま
す
䣎
古
田
史
学
の
会
の
正
木
裕
氏
は
䣍䣓
襲
国

偽
僭
考
䣔䥹
そ
の
く
に
ぎ
せ
ん
こ
う
䥺
な
ど
複
数

の
書
物
に
䣍
天
智
天
皇
が
即
位
後
䣓
中
元
䣔
と

改
元
し
䣍
天
智
死
後
䣍
大
友
皇
子
䥹
弘
文
天
皇
䥺

が
䣓
果
安
䣔
と
改
元
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
て
い
ま
す
䣎䥹䣓
近
江
朝
年
号
䣔
の

研
究
・䣓
失
わ
れ
た
倭
国
年
号䥹
大
和
朝
廷
以
前
䥺

―

古
代
に
真
実
を
求
め
て
䤀
古
田
史
学
論
集
第

二
十
集
䥹
明
石
書
店
䥺
収
録
䣔
天
智
天
皇
は
倭

国
䥹
九
州
王
朝
䥺
を
継
い
だ
わ
け
で
す
か
ら
九

州
年
号
を
改
元
す
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
の
こ

と
で
す
䣎
し
か
し
䣍
問
題
は
そ
れ
が
日
本
書
紀

の
中
で
は
隠
さ
れ
て
お
り
䣍
大
和
朝
廷
が
正
式

に
年
号
を
建
元
し
た
の
は
七
〇
一
年
の䣓
大
宝
䣔

で
あ
る
と
続
日
本
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
䣎
つ
ま
り
䣍
天
武
天
皇
は
年
号
を
建
て
ず
䣍

そ
れ
が
持
統
に
も
引
き
継
が
れ
た
䣍
と
い
う
こ

と
で
す
䣎
そ
の
理
由
は
何
か
䣎
倭
国
及
び
朝
鮮

半
島
の
歴
代
王
朝
の
歴
史
を
見
て
も
䣍
中
国
か

ら
将
軍
の
称
号
を
も
ら
い
䣍
す
な
わ
ち
中
国
の

冊
封
䥹
さ
く
ほ
う
䥺
下
に
入
䣬
た
時
に
は
自
ら

の
年
号
は
建
て
て
い
ま
せ
ん
䣎
冊
封
か
ら
離
れ

て
初
め
て
年
号
を
建
元
し
て
い
る
の
で
す
䣎
前

期
九
州
王
朝
䥹
倭
の
五
王
時
代
䥺
は
中
国
か
ら

䣓
使
持
節 

都
督 

倭
・
新
羅
・
任
那
・
加
羅
・

秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事 

安
東
大
将
軍 

倭
王
䣔

な
ど
の
称
号
を
も
ら
い
中
国
南
朝
の
冊
封
下
に

あ
り
ま
し
た
䣎
従
䣬
て
年
号
を
建
て
て
い
ま
せ

ん
䣎
天
武
天
皇
が
あ
え
て
年
号
を
建
て
な
か
䣬

た
䣍
そ
し
て
そ
れ
を
日
本
書
紀
が
隠
し
た
理
由

は
䣍
天
武
期
に
は
大
和
朝
廷
は
唐
の
冊
封
下
に



 

14 

入
䣬
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
䣯
う
か
䣎
前
回
考
察
し
た
䣍
天
武
天
皇
が

筑
紫
都
督
で
あ
り
唐
の
支
援
を
も
ら
䣬
て
壬
申

の
乱
に
勝
利
し
た
と
い
う
仮
説
が
䣍
こ
の
年
号

に
関
す
る
仮
説
と
ピ
䣹
タ
リ
一
致
し
ま
す
䣎
す

な
わ
ち
䣍
天
智
天
皇
䣍
大
友
皇
子
䥹
弘
文
天
皇
䥺

の
近
江
朝
は
名
目
上
九
州
王
朝
の
継
続
政
権
で

あ
り
䣍
天
武
天
皇
こ
そ
が
九
州
王
朝
に
引
導
を

渡
し
た
大
和
朝
廷
の
天
皇
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
䣎 

 

こ
こ
ま
で
䣍
天
武
天
皇
の
名
前
䣍
伊
吉
連
博

徳
書
䣍
万
葉
集
と
額
田
王
䣍
近
江
朝
年
号
の
四

つ
の
要
素
か
ら
白
村
江
前
後
の
大
海
人
䥹
天
武

天
皇
䥺
と
中
大
兄
䥹
天
智
天
皇
䥺
の
関
係
䣍
そ

し
て
倭
国
䥹
九
州
王
朝
䥺
と
大
和
朝
廷
の
関
係

を
追
䣬
て
み
ま
し
た
䣎
そ
れ
を
前
月
号
の
考
察

に
加
え
て
み
ま
す
䣎
そ
の
結
果
次
の
よ
う
な
仮

説
が
成
り
立
ち
ま
す
䣎 

  

大
海
人
は
近
畿
天
皇
家
の
臣
下
䥹
皇
族
䥺
で

筑
紫
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
䣍
倭
国
䥹
後
期
九
州

王
朝
䥺
の
宮
廷
歌
人
た
る
額
田
王
を
妃
と
し
て

い
た
人
物
で
し
た
䣎
大
海
人
は
白
村
江
で
唐
の

捕
虜
と
な
り
䣍筑
紫
君
サ
チ
ヤ
マ
と
名
乗
䣬
て
䣍

帰
国
後
筑
紫
都
督
と
な
り
ま
し
た
䣎
額
田
王
は

白
村
江
で
大
海
人
が
捕
虜
に
な
䣬
た
䥹
あ
る
い

は
死
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
た
か
䥺
こ
と
に
よ
り
䣍

中
大
兄
に
庇
護
を
求
め
䣍
倭
姫
王
と
共
に
䥹
あ

る
い
は
同
一
人
物
か
䥺
近
江
に
移
り
中
大
兄
と

再
婚
し
ま
し
た
䣎
大
海
人
は
郭
務
悰
の
支
援
を

受
け
て
壬
申
の
乱
に
勝
利
し
䣍
日
本
国
王
と
な

り
ま
し
た 

天
武
䥹
大
海
人
䥺
は
日
本
国
王
と
な
り
䣍
持

統
を
皇
后
と
し
て
九
州
王
朝
と
の
関
係
を
断
ち

切
䣬
て
䣍
唐
の
制
度
を
導
入
し
唐
の
羈
縻
䥹
き

び
䥺
政
策
に
従
い
ま
し
た
が
䣍
倭
国
王
で
あ
䣬

た
倭
姫
王䥹
あ
る
い
は
額
田
王
と
同
一
人
物
か
䥺

に
は
年
号
制
定
の
名
誉
を
残
す
こ
と
に
よ
䣬
て

一
定
の
敬
意
を
払
い
ま
し
た
䣎
大
和
朝
廷
自
体

は
唐
の
冊
封
を
受
け
て
い
る
建
前
か
ら
年
号
は

制
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
し
か
し
䣍
持
統
期
以

後
䣍
大
和
朝
廷
は
唐
か
ら
の
独
立
を
模
索
し
䣍

都
の
制
定
䥹
藤
原
京
䥺䣍
律
令
制
の
確
立
䣍
遣
唐

使
の
派
遣
䣍
年
号
の
制
定
に
向
か
䣬
て
い
き
ま

し
た
䣎 

 
以
上
が
天
武
天
皇
の
真
の
姿
に
関
す
る
私
の

考
察
で
す
䣎 

    

孫
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
䥹
３
２
䥺 

 

 
 
 
 

福
田 

圭 

  

六
月
二
〇
日
䥹
土
䥺
に
久
し
ぶ
り
に
鳥
取
に

行
き
ま
し
た
䣎
六
月
一
九
日
コ
ロ
ナ
の
県
外
異

動
自
粛
解
除
で
六
か
月
ぶ
り
の
䣓
孫
ウ
䣸
䣹
チ

ン
グ
䣔
で
す
䣎
お
兄
ち
䣭
ん
の
光
君
は
四
歳
七

か
月
䣍
弟
の
葵
君
は
も
う
す
ぐ
三
歳
に
な
り
ま

す
䣎 

 

倉
吉
の
家
に
つ
く
と
䣍
光
君
は
䣍
い
き
な
り

素
䣬
裸
で
お
出
迎
え
で
す
䣎
暑
い
の
か
䣍
相
変

わ
ら
ず
の
䣓
天
然
䣔
ぶ
り
で
す
䣎 

 

レ
ス
ト
ラ
ン
に
ラ
ン
チ
を
食
べ
に
行
き
ま
し

た
䣎
お
店
の
前
で
䣓
記
念
撮
影
䣔
を
し
よ
う
と

思
䣬
た
の
で
す
が
䣍
な
か
な
か
二
人
と
も
䣓
写

真
ポ
䤀
ズ
䣔
を
と
䣬
て
く
れ
ま
せ
ん
䣎
シ
䣺
䣹

タ
䤀
を
押
し
て
も
䣍す
ぐ
動
い
て
し
ま
䣬
て䣓
失

敗
作
䣔に
な
り
ま
す
䣎昔
の
子
ど
も
と
違
䣬
て
䣍

写
真
を
撮
䣬
て
も
ら
う
の
が
䣍
珍
し
く
な
く
て

嬉
し
が
ら
な
い
よ
う
で
す
䣎
コ
ロ
ナ
対
策
で
お

店
の
テ
䤀
ブ
ル
の
間
隔
が
広
く
と
䣬
て
あ
り
ま

し
た
䣎 

光
君
は
ろ
く
に
食
べ
も
し
な
い
で
䣍
す
ぐ
絵

本
が
お
い
て
あ
る
䣓
子
ど
も
䣔
コ
䤀
ナ
䤀
に
行

き
ま
す
䣎
保
育
園
で
も
䣍
あ
ま
り
䣓
協
調
性
䣔

は
な
い
よ
う
で
す
䣎
葵
君
は
䣍
あ
ま
り
こ
ぼ
さ

ず
に
䣍
黙
々
と
ご
飯
を
自
分
で
食
べ
る
よ
う
に

な
䣬
て
い
ま
す
䣎
言
葉
数
も
増
え
て
䣍
成
長
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
䣎 

光
君
は
ト
イ
レ
で
ウ
ン
コ
が
出
来
る
よ
う
に

な
䣬
て
い
ま
し
た
䣎
で
も
䣍
レ
ス
ト
ラ
ン
の
男

子
ト
イ
レ
は
䣍
家
の
よ
う
に
子
供
用
の
補
助
便

座
が
な
い
の
で
䣍
お
父
さ
ん
に
連
れ
て
行
か
れ

て
も
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
䣎䣓
試
し
に
女
子
ト
イ

レ
に
行
䣬
て
み
た
ら
䣔
と
い
う
こ
と
で
䣍
お
母

さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
女
子
ト
イ
レ
に
行
䣬
た
ら
䣍

用
を
足
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎
補
助
便
器
が

あ
䣬
た
の
か
䣍
お
母
さ
ん
と
一
緒
だ
か
ら
で
き

た
の
か
不
明
で
す
が
䣎 

 

昼
食
後
䣍
倉
吉
市
内
の
遊
具
が
い
䣬
ぱ
い
あ

る
公
園
に
行
き
ま
し
た
䣎
子
ど
も
た
ち
は
外
遊

び
が
好
き
で
す
䣎
い
ろ
ん
な
遊
具
に
次
々
挑
戦

し
ま
す
䣎
同
じ
保
育
園
の
女
友
だ
ち
も
来
て
い

て
䣍
遊
具
を
譲
䣬
た
り
䣍
追
䣬
か
け
䣬
こ
に
な

䣬
た
り
䣍
大
は
し
䣭
ぎ
で
す
䣎
光
君
よ
り
体
格

は
小
さ
い
女
の
子
の
方
が
䣍
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
リ
䤀
ダ
䤀
シ
䣹
プ
を
と
䣬
て
い
る
よ
う
で
し

た
䣎 

 

公
園
に
パ
ン
屋
さ
ん
が
あ
䣬
た
の
で
䣍
パ
ン

を
幾
つ
か
買
䣬
て
あ
げ
ま
し
た
䣎
お
目
当
て
の

䣓
ア
ン
パ
ン
䣔
は
売
り
切
れ
て
い
ま
し
た
䣎
仕

方
が
な
い
の
で
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い
置
い
た
ア
ン

パ
ン
が
あ
䣬
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
䣍
提
供
し

ま
し
た
䣎
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
パ
ン
を
一
個
ず

つ
買
䣬
た
の
で
す
が
䣍
弟
と
䣓
半
分
こ
䣔
し
て

食
べ
る
習
慣
が
な
い
よ
う
で
す
䣎
光
君
は
䣍
右

手
に
ア
ン
パ
ン
䣍
左
手
に
メ
ロ
ン
パ
ン
を
持
䣬

て
䣍
同
時
に
二
つ
食
べ
て
い
ま
し
た
䣎 

 

ま
あ
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
䣍
半
年
ぶ
り
で

䣓
孫
ウ
䣸
䣹
チ
ン
グ
䣔
が
で
き
䣍
孫
た
ち
の
元

気
な
姿
を
見
て
䣍幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
䣎 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
を
ゆ
く 

䥹
１
５
䥺 

 

成
瀬
和
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䣓
熊
野
街
道
䣔䥹
ニ
䥺 

 

 

京
都
か
ら
船
で
現
在
の
大
川
䥹
旧
淀
川
䥺
を

下
䣬
て
来
る
熊
野
詣
の
人
々
の
上
陸
地
点
が
䣍

京
阪
天
満
橋
駅
近
く
の
䣓
窪
津
䣔䥹
窪
ん
だ
船
着

き
場
䥺
で
し
た
䣎
ク
ボ
ツ
は
タ
カ
ツ
䥹
高
津
䣍

今
の
上
本
町
辺
り
の
高
い
台
地
䥺
に
対
す
る
言

葉
で
す
䣎 

 

淀
川
は
近
代
に
西
向
き
に
付
け
替
え
ら
れ
䣍

新
淀
川
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
䣎
そ
れ
ま
で
は
䣍
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毛
馬
か
ら
大
川
䥹
旧
淀
川
䥺
に
南
向
き
に
流
れ

て
お
り
䣍
天
神
橋
と
天
満
橋
の
間
に
上
陸
す
る

こ
と
に
な
䣬
た
の
で
す
䣎 

 

そ
の
地
点
は
䣍
中
世
は
䣓
渡
辺
の
津
䣔䣍
近
世

に
な
䣬
て
か
ら
は
䣓
八
軒
家
䥹
は
ち
け
ん
や
䥺
䣔

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
䣎
京
阪
天
満

橋
駅
の
道
路
を
隔
て
た
南
側
に
永
田
屋
と
い
う

昆
布
店
が
あ
り
䣍
そ
の
前
に
䣓
八
軒
家
船
着
場

址
䣔
の
碑
と
説
明
板
が
あ
り
ま
す
䣎 

 

渡
辺
の
津
か
ら
生
玉
䣍
天
王
寺
ま
で
続
く
松

屋
町
筋
が
古
代
の
海
岸
線
で
䣍
そ
の
東
側
の
上

町
台
地
を
熊
野
街
道
は
通
䣬
て
い
ま
し
た
䣎 

現
在
の
䣓
エ
ル
大
阪
䣔
の
東
側
に
䣓
窪
津
王

子
䣔
は
あ
り
ま
し
た
䣎
大
阪
市
中
央
区
石
町
䥹
こ

く
ま
ち
䥺
二
丁
目
に
坐
摩
䥹
い
か
す
り
䥺
神
社
䥹䣓
い

か
す
り
䣔
と
読
む
の
が
正
し
い
が
䣍
い
ま
は
䣓
ざ

ま
䣔
で
と
思
䣬
て
い
ま
す
䣎䥺
の
址
地
が
あ
り
䣍

そ
こ
が
䣓
窪
津
王
子
䣔
の
址
地
と
思
わ
れ
ま
す
䣎

䣓
摂
津
国
府
䣔
が
こ
こ
に
置
か
れ
䣍䣓
国
府
津
䥹
こ

う
づ
䥺
䣔
と
称
し
た
と
こ
ろ
か
ら
䣓
国
府
䥹
こ
く

ふ
䥺
䣔
が
訛
䣬
て
䣓
こ
く
ま
ち
䣔
に
転
じ
た
も
の

䥹䣕
摂
津
名
所
図
会
䣖䥺
と
考
え
ら
れ
ま
す
䣎 

イ
カ
ス
リ
と
い
う
言
葉
は
䣓
こ
こ
に
居
る
こ

と
を
知
る
䣔
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
ま
す
䣎

上
町
台
の
䣍
つ
ま
り
古
代
の
大
阪
の
地
主
神
そ

の
も
の
で
し
た
䣎 

大
阪
城
を
築
い
た
豊
臣
秀
吉
に
よ
䣬
て
䣍
坐

摩
神
社
は
移
転
を
命
じ
ら
れ
䣍
大
阪
市
中
央
区

の
現
在
地
䥹
東
本
願
寺
南
御
堂
の
北
西
䥺
に
移

り
ま
し
た
䣎 

渡
辺
の
津
を
拠
点
と
す
る
水
軍
武
士
団
䣓
渡

辺
党
䣔
に
由
来
し
て
䣍
坐
摩
神
社
は
全
国
の
渡

辺
・
渡
部
姓
の
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
䣎

ま
た
䣍
落
語
家
の
桂
文
枝
䥹
三
枝
改
め
䥺
ら
が

呼
び
か
け
て
䣍
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
䣓
上
方

落
語
寄
席
発
祥
の
地
䣔
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
䣎 

 

熊
野
九
十
九
䥹
く
じ
䣮
う
く
䥺
王
子
と
は
䣍
参

詣
道
沿
い
に
あ
䣬
た
䣍
熊
野
権
現
の
御
子
神
を

祀
る
神
社
の
総
称
で
䣍
九
十
九
は
実
数
で
は
な

く
䣍
そ
れ
に
近
い
ほ
ど
多
い
と
い
う
意
味
で
䣍

そ
う
呼
ば
れ
ま
し
た
䣎 

 

䣓
窪
津
王
子
䣔
が
熊
野
九
十
九
王
子
の
第
一

王
子
で
䣍
坂
口
王
子
䣍
郡
戸
䥹
こ
う
づ
䥺
王
子
へ

と
南
に
進
み
ま
す
䣎 

 
谷
町
八
丁
目
交
差
点
䥹
大
阪
市
中
央
区
䥺
の

西
に
䣓
高
津
宮
䣔
が
あ
り
ま
す
䣎
こ
こ
に
第
三

王
子
と
な
る
䣓
郡
戸
王
子
䣔
推
定
地
の
石
碑
が

建
䣬
て
い
ま
す
䣎 

 

 

 
 

 

編
集
後
記 

 
 
 
 
 
 
 

S
K
生 

 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
が
沈
静
化
し
た
と
思
い
気
が
少
し
ゆ
る

ん
だ
と
こ
ろ
へ
じ
り
じ
り
と
ま
た
感
染
者
数
が
増
え
て

い
る
䣎
こ
の
䣓
芥
川
た
よ
り
䣔
が
皆
さ
ん
の
お
手
許
に

届
く
こ
ろ
に
は
䣓
急
速
な
感
染
拡
大
䣔
と
い
䣬
た
事
態

に
な
䣬
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
䣎
元
気
よ
く
と
い
う
わ

け
に
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
䣍
辛
抱
強
く
䣍
こ
の
新
型

コ
ロ
ナ
と
日
々
つ
き
合
䣬
て
い
く
術
を
模
索
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
䣎
▼
マ
ス
ク
䣍
手
洗
い
と
消

毒
䣍
ソ
䤀
シ
䣴
ル
・
デ
イ
ス
タ
ン
ス
と
近
所
の
ス
䤀
パ

䤀
で
の
買
い
物
に
も
気
を
つ
か
う
毎
日
を
送
䣬
て
い
る

の
だ
が
䣍
時
々
䣍
ふ
と
思
う
こ
と
が
あ
る
䣎
あ
る
ウ
イ

ル
ス
学
者
に
よ
れ
ば
ウ
イ
ル
ス
は
細
菌
よ
り
も
ず
䣬
と

接
触
感
染
の
リ
ス
ク
は
低
い
と
か
䣎
と
す
れ
ば
飲
食
店

で
神
経
質
な
ほ
ど
に
テ
䤀
ブ
ル
を
店
員
が
ア
ル
コ
䤀
ル

消
毒
す
る
の
に
ど
れ
程
の
意
味
が
あ
る
の
か
䣎
も
䣬
と

い
え
ば
感
染
者
の
せ
き
で
ウ
イ
ル
ス
を
数
万
個
ま
き
散

ら
し
た
時
テ
䤀
ブ
ル
の
上
に
数
百
個
で
も
そ
れ
が
付
着

す
る
確
率
は
い
か
ほ
ど
な
の
か
䣎
我
々
が
聞
く
の
は
䣓
危

険
だ
䣔
と
い
う
話
ば
か
り
䣎
こ
う
し
た
確
率
論
的
な
話

は
一
向
に
伝
わ
䣬
て
こ
な
い
䣎䣓
正
し
く
恐
れ
䣍
正
し
く

対
処
す
る
䣔
と
は
い
わ
れ
る
が
䣍
国
民
に
聞
こ
え
て
く

る
の
は
不
安
を
あ
お
る
言
葉
ば
か
り
で
䣍
こ
う
し
た
数

字
の
根
拠
は
示
さ
れ
な
い
䣎
感
染
症
の
対
策
に
は
自
粛

と
い
う
ブ
レ
䤀
キ
も
緩
和
と
い
う
ア
ク
セ
ル
も
必
要
だ

ろ
う
が
䣍
こ
の
ま
ま
で
は
困
惑
す
る
ば
か
り
だ
䣎
▼
ま

だ
ソ
連
と
い
う
国
が
あ
䣬
た
こ
ろ
次
の
よ
う
な
有
名
な

ジ
䣼
䤀
ク
が
あ
䣬
た
䣎䣓䣕
フ
ル
シ
チ
䣼
フ
は
ア
ホ
だ
䣖

と
い
う
こ
と
を
言
䣬
た
男
が
国
家
極
秘
事
項
漏
洩
罪
で

公
安
警
察
に
捕
ま
䣬
た
䣔
と
い
う
話
䣎
こ
の
話
に
は
オ

チ
が
あ
䣬
て
䣓
フ
ル
シ
チ
䣼
フ
が
ロ
ン
ド
ン
の
国
際
首

脳
会
議
に
参
加
し
た
直
後
に
こ
の
男
は
釈
放
さ
れ
た
䣔

と
䣎
こ
の
ジ
䣼
䤀
ク
に
あ
る
フ
ル
シ
チ
䣼
フ
を
日
本
の

某
首
相
に
置
き
か
え
た
と
し
た
ら
笑
う
者
は
誰
も
い
な

い
だ
ろ
う
䣎
笑
う
気
に
も
な
れ
ず
ジ
䣼
䤀
ク
に
な
ら
な

い
の
だ
䣎
し
か
し
䣍
我
ら
が
政
府
に
最
近
ち
䣯
䣬
と
し

た
ヒ
䣹
ト
が
出
た
䣎䣓
イ
䤀
ジ
ス
・
ア
シ
䣼
ア
䣔
計
画
の

撤
回
で
あ
る
䣎
こ
の
ま
ま
計
画
を
進
め
て
も
全
く
役
に

立
た
な
い
の
だ
か
ら
当
然
だ
ろ
う
䣎
す
る
と
与
党
内
か

ら
出
て
き
た
の
は
䣓
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
論
䣔䣎
こ
の

論
が
我
が
国
の
国
是
た
る
䣓
専
守
防
衛
䣔
を
逸
脱
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
䣍
そ
も
そ
も
攻
撃
を
受
け
た
䣍
受

け
な
い
に
関
わ
ら
ず
䣍
い
䣬
た
い
ど
こ
を
攻
撃
す
る
の

か
䣎
素
人
考
え
だ
が
䣍
お
そ
ら
く
周
辺
の
国
々
に
存
在

す
る
基
地
は
百
や
二
百
で
は
き
か
な
い
は
ず
䣎
こ
の
す

べ
て
を
ね
ら
う
つ
も
り
な
の
か
䣎
こ
れ
は
も
う
冗
談
と

し
か
思
え
な
い
䣎
か
つ
て
䣓
有
事
䣔
と
い
う
言
葉
を
さ

ん
ざ
ん
使
䣬
て
い
た
彼
ら
が
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
未
知

の
敵
が
海
外
か
ら
押
し
寄
せ
て
き
た
今
回
の
あ
り
さ
ま

は
ど
う
で
あ
䣬
た
か
䣎
我
々
が
目
に
し
た
彼
ら
の
頼
り

な
さ
を
見
れ
ば
䣍
彼
ら
が
䣓
有
事
䣔
に
本
当
に
役
立
つ

人
た
ち
で
あ
る
か
ど
う
か
䣍
国
民
を
真
に
守
䣬
て
く
れ

る
か
ど
う
か
䣍
不
信
感
は
つ
の
る
一
方
で
あ
る
䣎
▼
ブ

ル
ガ
リ
ア
の
政
治
学
者
ト
ド
ロ
フ
氏
は
䣓
民
主
制
は
運

命
論
的
な
諦
観
を
拒
否
す
る
䣔
と
い
い
䣍
カ
ミ
䣻
は
小

説
䣓
ペ
ス
ト
䣔
で
䣓
絶
望
に
慣
れ
て
は
い
け
な
い
䣔
と

い
䣬
た
䣎
コ
ロ
ナ
禍
の
中
䣍
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
ぬ
政
府

を
頭
に
抱
き
な
が
ら
䣍
我
々
は
諦
観
に
も
絶
望
に
も
陥

る
こ
と
な
く
手
に
入
れ
た
知
識
と
よ
り
確
か
な
根
拠
を

も
と
に
生
き
抜
く
た
め
の
知
恵
を
身
に
つ
け
て
行
動
し

て
い
く
ほ
か
は
あ
る
ま
い
䣎䣓
そ
れ
は
そ
う
か
も
し
れ
ぬ
䣎

し
か
し
䣍
に
も
関
わ
ら
ず
䣔
と
た
え
ず
つ
ぶ
や
き
な
が

ら
䣎 



 16

あ
な
た
が
あ
の
時 

  

沖
縄
戦
終
結
か
ら
七
十
五
年
と
な
る
去

る
六
月
二
十
三
日
䣍
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

が
沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公

園
で
開
か
れ
た
䣎
こ
の
公
園
に
あ
る
䣓
平
和

の
礎
䣔
に
は
䣍
文
字
ど
お
り
䣍
国
籍
や
人
種
の

別
な
く
䣍
沖
縄
戦
で
亡
く
な
䣬
た
全
て
の
人
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
䣎
そ
れ
は
䣍
こ
の
日
が
䣍

誰
が
そ
う
決
め
た
の
か
䣍
こ
と
も
あ
ろ
う
に
䣍

一
九
六
〇
年
に
改
定
さ
れ
た
新
安
保
条
約
発
効

の
日
と
さ
れ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
䣎
追
悼

式
で
朗
読
さ
れ
た
䣓
平
和
の
詩
䣔
の
全
文
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
䣎 

  
 

あ
な
た
が
あ
の
時 

首
里
高
等
学
校
三
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
良
朱
香
音 

 

䣓
懐
中
電
灯
を
消
し
て
く
だ
さ
い
䣔 

一
つ
䣍
ま
た
一
つ
光
が
消
え
て
い
く 

真
䣬
暗
に
な
䣬
た
そ
の
場
所
は 

ま
だ
昼
間
だ
と
い
う
の
に 

あ
ま
り
に
も
暗
い 

少
し
湿
䣬
た
空
気
を
感
じ
な
が
ら 

私
は
あ
の
時
を
想
像
す
る 

あ
な
た
が
ま
だ
一
人
で
歩
け
な
か
䣬
た
あ
の
時 

あ
な
た
の
兄
は
人
を
殺
す
こ
と
を
習
䣬
た 

あ
な
た
の
姉
は
学
校
へ
行
け
な
く
な
䣬
た 

あ
な
た
が
走
れ
る
よ
う
に
な
䣬
た
あ
の
時 

あ
な
た
が
駆
け
回
る
は
ず
だ
䣬
た
野
原
は 

真
䣬
赤
䣬
か 

友
だ
ち
な
ん
て
誰
も
い
な
い 

あ
な
た
が
青
春
を
奪
わ
れ
た
あ
の
時 

あ
な
た
は
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ 

家
族
も
い
な
い 

食
べ
物
も
な
い 

た
だ
真
䣬
暗
な
こ
の
壕
の
中
で 

あ
な
た
の
見
た
光
は
䣍
幻
と
な
䣬
て
消
え
た
䣎 

䣓
は
い
䣍
で
は
つ
け
て
い
い
で
す
よ
䣔 

一
つ
䣍
ま
た
一
つ
光
が
増
え
て
い
く 

照
ら
さ
れ
た
そ
の
場
所
は 

も
う
真
䣬
暗
で
は
な
い
と
い
う
の
に 

あ
ま
り
に
も
暗
い 

体
中
に
じ
ん
わ
り
と
か
く
汗
を
感
じ
な
が
ら 

私
は
あ
の
時
を
想
像
す
る 

あ
な
た
が
声
を
上
げ
て
泣
か
な
か
䣬
た
あ
の
時 

あ
な
た
の
母
は
あ
な
た
を
殺
さ
ず
に
済
ん
だ 

あ
な
た
は
生
き
延
び
た 

あ
な
た
が
少
女
に
白
旗
を
持
た
せ
た
あ
の
時 

彼
女
は
真
䣬
直
ぐ
に
旗
を
掲
げ
た 

少
女
は
助
か
䣬
た 

あ
り
が
と
う 

あ
な
た
が
あ
の
時 

あ
の
人
を
助
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で 

私
は
今 

こ
こ
に
い
る 

あ
な
た
が
あ
の
時 

前
を
見
続
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で 

こ
の
島
は
今 

こ
こ
に
あ
る 

あ
な
た
が
あ
の
時 

勇
気
を
振
り
絞
䣬
て
語
䣬
て
く
れ
た
お
か
げ
で 

私
た
ち
は 

知
䣬
た 

永
遠
に
解
か
れ
る
こ
と
の
な
い
戦
争
の
呪
い
を 

決
し
て
失
わ
れ
て
は
い
け
な
い
平
和
の
尊
さ
を 

あ
り
が
と
う 

䣓
頭
䣍
気
を
つ
け
て
ね
䣔 

外
の
光
が
私
を
包
む 

真
䣬
暗
闇
の
あ
の
中
で 

あ
な
た
が
見
つ
め
た
希
望
の
光 

私
は
消
さ
な
い 

消
さ
せ
な
い 

梅
雨
晴
れ
の
午
後
の
光
を
感
じ
な
が
ら 

私
は
平
和
な
世
界
を
創
造
す
る 

あ
な
た
が
あ
の
時 

私
を
見
つ
め
た
ま
䣬
す
ぐ
な
視
線 

未
来
に
向
け
た
穏
や
か
な
横
顔
を 

私
は
忘
れ
な
い 

平
和
を
求
め
る
仲
間
と
し
て 

  

詩
の
朗
読
に
先
立
つ
玉
城
デ
ニ
䤀
知
事
の

䣓
平
和
宣
言
䣔
に
は
䣍
次
の
よ
う
な
言
葉
も
あ

䣬
た
䣎 

 
 

䣕
県
民
の
平
和
を
希
求
す
る
䣓
沖
縄
の
こ
こ

ろ
䣔
を
世
界
に
発
信
し
䣍
国
際
平
和
の
創
造
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
䣍
二
〇
〇
一
年

に
創
設
し
た
沖
縄
平
和
賞
の
第
一
回
受
賞
者
で

あ
る
ペ
シ
䣺
ワ
䤀
ル
会
の
中
村
哲
医
師
が
䣍
昨

年
の
末
䣍
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
凶
弾
に
倒
れ
る

と
い
う
突
然
の
悲
報
が
あ
り
ま
し
た
䣎
中
村
先

生
は
人
の
幸
せ
を
䣓
三
度
の
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
䣍

家
族
が
一
緒
に
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
䣔
と

説
き
䣍
現
地
の
人
々
が
生
き
る
た
め
に
河
を
引

き
䣍
干
か
ら
び
た
大
地
を
緑
に
変
え
䣍
武
器
を

農
具
に
持
ち
替
え
る
喜
び
を
身
を
も
䣬
て
示
さ

れ
ま
し
た
䣎
私
た
ち
は
䣍
中
村
先
生
の
䣓
非
暴

力
と
無
私
の
奉
仕
䣔
に
共
鳴
し
䣍
そ
の
姿
か
ら

人
々
が
平
和
に
生
き
る
こ
と
と
は
何
か
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣖 

 

ま
さ
し
く
䣍 

 

ど
こ
に
で
も
水
と
平
和
は
な
い
地
球 

 

を
䣍
身
を
も
䣬
て
示
し
た
中
村 

哲
氏
の
活
動

で
あ
䣬
た
䣎 

   
 

 

俳
句 

土
田 

裕 

 

軽
鴨
の
憩
ふ
植
田
や
水
清
し 

歩
を
止
め
て
大
瑠
璃
の
声
わ
が
胸
に 

物
思
ふ
ご
と
青
鷺
の
動
か
ざ
る 

麦
刈
ら
れ
鳥
の
巣
樹
々
に
残
り
け
り 

職
退
き
し
日
も
遥
か
な
り
夜
店
の
灯 

   

影
山 

武
司 

 

彫
り
か
け
の
仏
の
鑿
痕
若
葉
風 

屋
号
あ
る
家
の
軒
ご
と
燕
の
子 

野
良
猫
の
髭
の
し
な
垂
れ
走
り
梅
雨 

落
雷
の
走
り
し
跡
や
榧
大
樹 

白
雲
の
影
ゆ
つ
た
り
と
青
嶺
か
な 

玉
砂
利
の
音
の
抜
け
ゆ
く
夏
木
立 

戴
帽
式
の
炎
を
胸
に
誓
ふ
夏 

青
に
青
重
ね
て
涼
し
小
倉
織 

柩
守
る
妻
の
目
礼
釣
忍 

藍
白
の
広
ご
る
衣
桁
夏
座
敷 

 
 

 

連載 ふみの道草（２５） 山椒魚 


